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広報 残るはひとつ 総合優勝！

【高畠町ホームページ】  http://www.town.takahata.yamagata.jp

2009

５
平成21年

No.896

《主な内容》
◎第５次高畠町総合計画（概要版）
◎固定資産税の評価替えが行われます
◎高畠町成人式が行われました
◎高畠町の魅力を紹介するＣＭを募集
　します

　４月27日～ 29日の３日間、山形路を駆け抜けた「第55回県
縦断駅伝競走大会」。みごと40年ぶりの総合２位に輝いた南陽・
東置賜チーム。
　初日からの好成績に、高畠町内を通過した３日目には、地元
選手を応援しようと、沿道にはたくさんの町民の方々がかけつ
けました。
　来年の大会は、選手の力走、そして町民みなさんの応援で総
合優勝を！

人
　
口

計 25,904人
男 12,525人
女 13,379人

世帯数 7,456世帯

（５月１日現在）
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一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

第５次高畠町総合計画（概要版）

～いのち輝く 未来宣言～

Ⅰ　はじめに
　第５次高畠町総合計画は、10年間の町政の基本的な方向を総合的に示す計画として、これまで取り組ん
できた政策を基礎に、これからも未来に誇れるまちづくりを行うためのものです。
　本計画は、町民と行政が一体となってめざしていくまちづくりの指針となるものです。町が目標とする理
念や将来像を実現するための方針を明らかにし、まちづくりに関する具体的な計画等を作成する際の基本と
なるものを示しています。

計画の構成と期間

本計画の構成は、基本構想、基本計画、実施計画とします。

Ⅱ　基本構想 これからめざす町のすがたやそれを実現するための基本的な施策を明らかにし、
｢ 基本計画 ｣ や ｢ 実施計画 ｣ の基本理念となるものです。

めざす町のすがたは

『すべてのいのちを大切にし いきいきと輝くまち』 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とします。

誇り 創造

自立 共生

【
基
本
理
念
】

【
基
本
目
標
】

“まほろばの里づくり”に
参画する町民の意思を表し
ます

力を合わせて未来を切り拓
こうとする町民の意思を表

します

創意工夫と意欲をもって取
り組む町民の意思を表しま
す

人と自然、全ての関係にお
いて万物を思いやる町民の

意思を表します

１　自然と歴史を大切にし 調和のあるまちをつくります
２　からだをきたえ温かい心を育て 生きがいのあるまちをつくります
３　誇りと喜びをもって働き 活力のあるまちをつくります
４　たがいに学び合い文化を高め 知性のあるまちをつくります
５　郷土を愛し若い力を伸ばし 希望のあるまちをつくります

 高畠町がめざす普遍的な町民の想いである「高畠町町民憲章」を基本目標に定めました。

政
策
１

　

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
育
む
ま
ち

政策 № 指　標　名 現 状 値 目 標 値
（10年後）

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
育
む
ま
ち

１ 自然環境調査の
実施件数 ５回／年 20回／年

２ 自然観察会、自然
体験教室の開催数 11回／年 27回／年

３ 動植物保護件数 10件／年 30件／年

４ 森林保全活動の
実施面積 11.5㌶ 17.3㌶

５ 河川の水質 平成20年度
調査実績　 現状維持

６ 河川保全活動の
実施河川数 19河川／年 現状維持

歴
史
と
伝
統
文
化
を

受
け
継
ぐ
ま
ち

１ 歴史文化学習会の
開催数 35回／年 55回／年

２ 広報周知の
実施回数 ― 18回／年

３ 郷土資料館、考古
資料館の入館者数

11,000人／年
（平成18年度） 現状維持

４ 文化財の指定数
（町指定） 38件 48件

基
本
目
標
１

『
自
然
と
歴
史
を
大
切
に
し

調
和
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
』

『
自
然
と
歴
史
を
大
切
に
し

調
和
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
』

総合計画の進捗状況を明らかにし、まちづくりの
成果を確認するために「指標」を設定しました。 Ⅲ　

基
本
計
画

　
基
本
構
想
に
沿
っ
て
よ
り
具
体
的
な
施
策
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
対
応
し
て
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

施
策
①
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
こ
ろ

を
育
み
ま
す

　

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
環
境
学
習
を

通
じ
て
自
然
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
こ
ろ
を
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　　一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

４

一．　　　　一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章 

基
本
目
標
３

基
本
目
標
２

政
策
３

　

持
続
可
能
な
社
会
を実

現
す
る
ま
ち

政
策
１

　

健
康
で
長
生
き
で
き
る
ま
ち

政
策
２

　

子
ど
も
を
生
み
、育

て
や
す
い
ま
ち

政
策
３

　

地
域
で
と
も
に
支
え
あ
う
ま
ち

政
策
１

　

誇
り
と
喜
び
を
も
っ
て働

け
る
ま
ち

政
策
２

　

魅
力
あ
る
「
も
の
」
をつ

く
る
ま
ち

政策 № 指　標　名 現 状 値 目 標 値
（10年後）

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
ま
ち

１ 環境アドバイザー
の派遣回数 120回／年 現状維持

２ 環境講座の
参加者数

1,142人
（延べ）

3,000人
（延べ）

３ エコポイント制の
導入 ― 運用

４ 再 生 可 能 エ ネ ル
ギーの導入支援 ― 補助品目の

拡大

５ 新エネルギー導入
事業所数

４事業所
（平成19年） 20事業所

６ エコドライブ講習
会の参加者数

814人
（延べ）

2,000人
（延べ）

７ 省エネキャンペーン
等でのCO2削減量

93㌧
（延べ）

150㌧
（延べ）

８ 最終処分廃棄物量 771.23㌧/年 700㌧／年

９ 生ごみ堆肥化取り
組み地区数 ４地区 60地区

10 公害苦情件数 45件／年 22件／年

健
康
で
長
生
き
で
き
る
ま
ち

１ 運動習慣者の割合 31.8％
（平成13年）

40％以上
（平成29年）

２ 健康寿命
男　75.9歳
女　80.3歳

（平成15年）

男　76.3歳
女　80.7歳

（平成25年）

３ 特定健診受診率 46.4％ 65％

４ ３歳６か月児虫歯
のない幼児の割合

48.7％
（平成18年） 80％以上

５ 高畠病院経常損益
数値

▲２億100万円
（平成19年）

１億2800万円
（平成27年）

６ 紹介率 23.4％
（平成19年） 30％

子
ど
も
を
生
み
、

育
て
や
す
い
ま
ち

１ 合計特殊出生率 1.55人
（平成17年） 現状維持

２ 子 育 て 支 援 セ ン
ター年間利用者数

10,000人
（平成19年） 15,000人

３ ファミリー・サポート・
センター会員数

100人
（平成19年） 200人

４ 保育所入所待機
児童数

０人
（平成19年） ０人

５ 母子健診のうち未
受診（未把握）児数

０人
（平成19年） ０人

地
域
で
と
も
に

支
え
あ
う
ま
ち

１ 町ボランティアセ
ンター登録者割合 3.79％ 3.9％

２ 要介護（支援）認定
高齢者の割合 18.1％ 19.3％

３ 障害者施設入所者の
地域生活移行人数

０人
（平成17年）

12人
（平成28年）

４ 国民健康保険の
財政力指数

67.3
（平成18年） 78.9

政策 № 指　標　名 現 状 値 目 標 値
（10年後）

誇
り
と
喜
び
を
も
っ
て

　
　
　
　

働
け
る
ま
ち

１ 認定農業者数 272人 335人
（平成27年）

２ 農業生産法人数 11法人 20法人

３ 企業立地件数 １事業所
（平成19年） ７事業所

４ コミュニティビジネス
新規取り組み件数 １事業 20事業

５ 事業所数
従業員数

138事業
3,591人

（平成17年）

110事業
3,300人

（平成30年）

魅
力
あ
る
「
も
の
」
を
つ
く
る
ま
ち

１ 製造品出荷額 959億円
（平成19年） 1100億円

２
付加価値生産性
（従業者１人当た
り）

1779万円／人
（平成17年） 2200万円／人

３ 町内における
特許等取得数 12件 30件

４ 食品工業の
付加価値率

45.5％
（平成17年） 49％

５ たかはたブランド
認証制度対象品目数

加工品
５品目

加工品５品目
生鮮品６品目

６ 町内観光者数 154万人／年間
（推定） 170万人／年間

７ 町内農業等体験者数 400人／年間
（平成19年推計）700人／年間

連
携
や
協
働
で
つ
く
る

産
業
の
ま
ち

１ 地域資源を活用した
新商品開発支援数 ２商品 10商品

２ 農商工連携の支援数 ２事業 10事業

３ 地産地消の町内で
の取り組み数

30事業
（推定） 50事業

４ 年間商品販売額 329億６千万円
（平成16年） 380億円

５ ワン券、ニャン券
の年間使用率

109.1％
（平成19年） 160％

環
境
を
大
切
に
す
る

産
業
の
ま
ち

１ 農業産出額 75億６千万円
（平成18年） 85億円

２ 安心安全な米の
作付面積率 44.1％ 70％

３ エコファーマー
認定数 388人 500人

４ 地材地住の
取り組み件数 ９件 40件

５ 環境ISOやｴｺｱｸｼｮ
ﾝ21等取得企業数 11事業所 50事業所

『
か
ら
だ
を
き
た
え
温
か
い
心
を
育
て

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
』

『
か
ら
だ
を
き
た
え
温
か
い
心
を
育
て

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
』

『
誇
り
と
喜
び
を
も
っ
て
働
き

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
』

『
誇
り
と
喜
び
を
も
っ
て
働
き

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
』

政
策
２

　

歴
史
と
伝
統
文
化
を受

け
継
ぐ
ま
ち

育
み
ま
す
。

施
策
②
豊
か
な
自
然
を
継
承
し
ま
す

　

動
植
物
の
保
護
活
動
の
推
進
と
、

里
地
里
山
や
森
林
・
河
川
等
の
保
全

を
促
進
し
て
高
畠
町
の
豊
か
な
自
然

を
将
来
に
継
承
し
ま
す
。

施
策
①
も
の
づ
く
り
産
業
を
振
興
し

ま
す

　

本
町
が
持
つ
優
位
性
の
あ
る
技
術

の
集
積
や
豊
富
な
地
域
資
源
な
ど
を

最
大
限
に
活
か
し
、
産
業
集
積
の
高

度
化
や
新
た
な
産
業
の
創
出
に
取
り

組
み
ま
す
。

施
策
②
「
食
」
の
た
か
は
た
ブ
ラ
ン

ド
を
推
進
し
ま
す

　

本
町
で
産
出
さ
れ
る
も
の
の
価
値

に
共
感
で
き
る
消
費
者
を
開
拓
す
る

た
め
、
た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

施
策
③
特
色
あ
る
観
光
振
興
を
図
り

ま
す

施
策
①
歴
史
文
化
へ
の
関
心
を
高
め

ま
す

　

施
設
の
活
用
や
広
報
等
に
よ
る
歴

史
文
化
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
学
習
の

場
を
推
進
し
ま
す
。

施
策
②
文
化
遺
産
の
保
存
に
努
め
ま

す

　

文
化
に
関
わ
る
各
種
団
体
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
１
万
２
千
年
の

歴
史
が
あ
る
貴
重
な
文
化
遺
産
の
調

査
を
推
進
し
、
保
存
に
努
め
ま
す
。

施
策
①
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
実
践
し
ま
す

　

現
在
の
生
活
を
、
よ
り
環
境
に
や

さ
し
い
ス
タ
イ
ル
に
転
換
す
る
た

め
、
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
軸
と
し

た
環
境
学
習
を
さ
ら
に
推
進
し
ま

す
。

施
策
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
高
め

ま
す

　

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
を
削
減
す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
を
行
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

を
高
め
ま
す
。

施
策
③
公
害
等
の
環
境
負
荷
を
減
ら

し
ま
す

　

環
境
負
荷
の
少
な
い
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
の
た
め
、
資
源
の
循
環

的
利
用
、
公
害
防
止
を
す
す
め
ま
す
。

施
策
①
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　

「
げ
ん
き
高
畠
21
」
を
推
進
し
な

が
ら
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
心
身
の

健
康
に
関
す
る
生
活
の
質
の
向
上
に

向
け
て
、
町
民
の
各
年
代
に
応
じ
た

健
康
づ
く
り
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

施
策
②
予
防
を
重
視
し
た
き
め
細
や

か
な
保
健
事
業
を
推
進
し
ま
す

　

だ
れ
も
が
生
涯
を
通
じ
て
健
や
か

に
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
各
種
健
診
事

業
の
展
開
な
ど
、
よ
り
き
め
細
や
か

で
総
合
的
な
保
健
事
業
を
行
い
ま
す
。

施
策
③
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す

　

公
立
高
畠
病
院
の
経
営
基
盤
の
安

定
化
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
の
医
療

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
効
率
的
・
継
続

的
に
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

施
策
①
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
し

く
み
を
つ
く
り
ま
す

　

子
育
て
を
す
る
親
の
閉
塞
感
や
孤

立
感
を
解
消
し
、
町
全
体
で
子
ど
も

と
家
庭
を
支
え
る
し
く
み
づ
く
り
を

す
す
め
ま
す
。

施
策
②
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支

援
し
ま
す

　

出
産
や
育
児
を
し
な
が
ら
も
多
様

な
働
き
方
の
選
択
が
で
き
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

施
策
③
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

支
援
し
ま
す

　

児
童
虐
待
を
未
然
に
防
止
し
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
た
め
の

環
境
を
整
備
し
ま
す
。

施
策
①
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
り
ま

す

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

施
策
②
高
齢
者
福
祉
を
充
実
し
ま
す

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
き
が
い
を

感
じ
な
が
ら
自
立
し
た
生
活
を
送
れ

る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

施
策
③
障
害
者
福
祉
を
充
実
し
ま
す

　

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
推

進
す
る
た
め
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら

に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
関

係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す
。

施
策
④
社
会
保
障
制
度
の
円
滑
な
運

営
に
努
め
ま
す

　

健
康
づ
く
り
、
疾
病
予
防
や
介
護

予
防
事
業
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
給
付
費
の
抑
制
に
努
め
、

医
療
保
険
・
介
護
保
険
制
度
の
円
滑

な
運
営
に
努
め
ま
す
。

施
策
①
地
域
の
産
業
を
支
え
る
人
材

を
育
成
し
ま
す

　

各
産
業
に
お
け
る
後
継
者
や
新
規

就
農
者
な
ど
地
域
の
産
業
を
支
え
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

施
策
②
企
業
誘
致
を
戦
略
的
に
展
開

し
ま
す

　

本
町
に
お
い
て
、
企
業
の
可
能
性

や
将
来
性
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
企

業
を
戦
略
的
に
誘
致
し
ま
す
。

施
策
③
産
業
の
創
出
や
雇
用
の
確
保
、

安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環

境
を
つ
く
り
ま
す

　

自
ら
就
労
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

や
雇
用
の
促
進
、
能
力
開
発
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
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基
本
目
標
５

基
本
目
標
４

政
策
４

　

環
境
を
大
切
に
す
る
産
業
の
ま
ち

政
策
１

　

子
ど
も
が
の
び
の
び
と
学
び
、

成
長
で
き
る
ま
ち

政
策
２

　

多
様
な
課
題
に
対
応
で
き
る

創
造
性
豊
か
な
ま
ち

政
策
３

心
豊
か
な
生
活
の
で
き
る

芸
術
文
化
が
花
開
く
ま
ち

政
策
１

　

た
か
は
た
を
愛
す
る
心
を

育
て
る
ま
ち

政
策
２

　

た
か
は
た
の
未
来
を
担
う

青
少
年
を
育
む
ま
ち

政
策
３

　

交
流
に
よ
る
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

政策 № 指　標　名 現 状 値 目 標 値
（10年後）

子
ど
も
が
の
び
の
び
と

学
び
成
長
で
き
る
ま
ち

１ 学校施設耐震化
整備率 ０％ 100％

２ 遠距離通学対策の
進捗率 10％ 100％

３ 標準学力検査の
実績値

全国平均を下回る
教科・学年あり

全国平均を全教科・
全学年で上回る

４ 勤 労 体 験（職場体
験）の実績

中学校
３校で実施

中学校全校
で実施

５ 不登校児童生徒の
出現率

全国平均を　
上回っている

全国平均を
上回らない

６ 特別支援教育支援
員の配置

十分な配置がな
されていない

適正な配置が
なされている

７ 地域外部講師の
活用回数

十分な活用がな
されていない 各学年１回／年

多
様
な
課
題
に
対
応
で
き
る

創
造
性
豊
か
な
ま
ち

１ 中央・地区公民館
利用者数

94,494人
（平成19年度）

114,000人
（平成29年度）

２ 学級・講座開設数 4,869回
（平成19年度）

4,990回
（平成29年度）

３ 町立図書館図書
貸出冊数

46,145冊
（平成19年度）

53,500冊
（平成29年度）

４ 体育施設利用回数 年間5.5回／人 年間6.1回／人

５ 上位大会への
参加者数

２団体
31人

５団体
40人

６ 児童生徒の体力・
運動能力向上

全国平均を　　
上回る割合70％

全国平均を　　
上回る割合100％

７ 社会教育団体登録数 305団体 360団体

心
豊
か
な
生
活
の
で
き
る

芸
術
文
化
が
花
開
く
ま
ち

１ 文化ホール利用者数 39,112人
（平成19年度）

42,000人
（平成29年度）

２ 芸術文化イベント
開催数 ３回 ５回

３ 芸術文化団体
登録者数 592人 650人

４ 芸術文化祭への
出展数 1,027作品 1,100作品

た
か
は
た
を
愛
す
る

心
を
育
む
ま
ち

１ 広介記念館等
入館者数

29,824人
（平成19年度） 現状維持

２ ＮＰＯ団体数 ４団体 ８団体

３ 交通事故発生件数 161件 145件

４ 自主防災組織（自
警団等を含む）数

49組織
（67集落） 全集落

５ 汚水衛生処理率 74.73％ 84％

た
か
は
た
の
未
来
を
担
う

青
少
年
を
育
む
ま
ち　

１
青少年を対象とし
た地区公民館事業
回数

386回／年
（平成19年度） 現状維持

交
流
に
よ
る
活
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち

１ 地縁団体登録数 70団体 84団体

２ 世帯の自治会
加入率 97％ 現状維持

３ 住民の地区行事
参加率 47％ 60％

４ 各審議会等の
女性委員の参画率 22.3％ 40％

政
策
３

　

連
携
や
協
働
で
つ
く
る産

業
の
ま
ち

『
た
が
い
に
学
び
合
い
文
化
を
高
め

知
性
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
』

『
た
が
い
に
学
び
合
い
文
化
を
高
め

知
性
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
』

『
郷
土
を
愛
し
若
い
力
を
伸
ば
し

希
望
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
』

『
郷
土
を
愛
し
若
い
力
を
伸
ば
し

希
望
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
』

Ⅳ　

計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策

１　

町
民
主
体
、
協
働
に
よ
る
ま
ち

　

づ
く
り
の
推
進

　

町
民
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
、

学
校
、
企
業
、
関
係
機
関
そ
れ
ぞ
れ

が
主
体
と
な
る
、
協
働
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
す
す
め
、
ま
ほ
ろ
ば
の
里

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

２　

情
報
公
開
と
透
明
性
の
高
い
行

　

財
政
の
推
進

　

計
画
の
進
捗
状
況
や
政
策
情
報
を

広
く
町
民
に
公
開
し
ま
す
。
ま
た
、

透
明
性
の
高
い
行
財
政
運
営
と
高
畠

町
５
ヵ
年
経
営
計
画
や
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
確
実
に
実
行
し
ま
す
。

３　

総
合
計
画
の
進
捗
管
理
の
徹
底

　

計
画（P

lan

）、
実
行（D

o

）、
評

価（C
heck

）、
改
善（A

ction

）に
よ

り
、
効
率
的
な
行
政
経
営
を
行
い
、

総
合
計
画
の
進
捗
管
理
を
行
い
ま
す
。

課
題
を
常
に
抽
出
・
予
見
し
、
す
す

む
べ
き
方
向
を
見
だ
し
早
期
に
対
応

し
ま
す
。

施
策
①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
推
進
し
ま
す

　

主
体
的
な
自
治
会
や
自
治
公
民
館

　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

観
光
地
づ
く
り
、
も
て
な
し
の
心
を

持
っ
た
人
材
の
育
成
や
誘
客
に
向
け

た
情
報
発
信
な
ど
観
光
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

施
策
①
地
域
資
源
の
活
用
を
強
化
し

ま
す

　

活
用
さ
れ
て
い
な
い
地
域
資
源
を

発
掘
し
、
新
商
品
づ
く
り
や
サ
ー
ビ

ス
の
創
設
を
強
化
し
ま
す
。

施
策
②
産
学
官
金
、
農
商
工
、
企
業

間
の
連
携
、
協
働
を
推
進
し
ま
す

　

従
来
か
ら
の
産
学
官
に
加
え
、
金

融
の
関
わ
り
や
、
産
業
間
・
地
域
間

の
壁
を
越
え
た
連
携
や
協
働
を
推
進

し
ま
す
。

施
策
③
農
林
畜
産
物
の
地
産
地
消
を

推
進
し
ま
す

　

学
校
給
食
な
ど
で
の
食
材
料
の
提

供
や
地
元
食
品
製
造
業
と
の
連
携
、

町
民
が
消
費
す
る
食
材
の
提
供
な

ど
、
地
産
地
消
を
推
進
し
地
域
内
食

料
自
給
率
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

施
策
④
商
人
気
質
あ
ふ
れ
る
商
業
を

振
興
し
ま
す

　

商
人
気
質
を
さ
ら
に
強
化
し
、
他

産
業
と
連
携
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
商

店
街
づ
く
り
を
進
め
る
商
業
を
振
興

し
ま
す
。

施
策
①
有
機
農
業
を
核
と
す
る
環
境

保
全
型
農
業
を
振
興
し
ま
す

　

環
境
に
配
慮
し
た
環
境
保
全
型
農

業
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
農
業
を

展
開
す
る
た
め
栽
培
技
術
の
向
上
と

自
立
し
た
経
営
を
め
ざ
し
た
農
林
畜

産
物
の
生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

施
策
②
林
業
や
住
宅
関
連
産
業
を
振

興
し
ま
す

　

林
業
経
営
の
体
質
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
「
地
材
地
住
」
に
よ
る
住

宅
分
野
な
ど
へ
の
地
元
産
木
材
の
利

用
促
進
を
図
り
、
木
材
産
業
を
振
興

し
ま
す
。

施
策
３
環
境
に
配
慮
し
た
企
業
活
動

を
支
援
し
ま
す

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
の
振
興
や
創
出
、
企
業
な
ど

に
よ
る
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
事
業
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

施
策
①
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
教

育
環
境
を
整
備
し
ま
す

　

少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒
数
の
減

少
や
学
校
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
対

応
し
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
い
教

育
環
境
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

施
策
②
自
ら
学
び
自
ら
考
え｢

生
き

る
力｣

を
育
む
学
習
環
境
を
充
実

し
ま
す

　

基
礎
的
な
学
力
は
も
ち
ろ
ん
、
柔

軟
に
対
応
で
き
る
た
め
の
応
用
力
を

養
い
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜

く
力
を
育
む
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

施
策
③
個
性
や
感
性
を
育
み
豊
か
な

心
を
育
て
る
教
育
を
推
進
し
ま
す

　

互
い
の
個
性
や
特
性
を
認
め
合
い

な
が
ら
、
多
様
な
価
値
観
を
受
容
で

き
る
心
の
豊
か
さ
を
持
ち
、
個
人
の

尊
厳
や
い
の
ち
の
大
切
さ
を
育
て
る

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

施
策
①
生
涯
の
各
期
に
わ
た
る
学
習

活
動
を
展
開
し
ま
す

　

町
民
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
学
習
環
境
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

施
策
②
身
近
に
だ
れ
に
で
も
親
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
ま
す

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
暮
ら
し
の

な
か
に
定
着
す
る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

施
策
③
次
代
を
担
う
人
材
や
団
体
を

育
成
し
ま
す

　

自
ら
学
ぶ
こ
と
へ
の
奨
励
と
、
学

習
活
動
や
交
流
活
動
の
輪
が
広
が
る

生
涯
学
習
社
会
を
築
く
た
め
、
次
代

を
担
う
人
材
の
発
掘
と
育
成
に
努
め

ま
す
。

施
策
①
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
主

体
的
な
文
化
活
動
を
推
進
し
ま
す

　

芸
術
文
化
が
よ
り
身
近
に
体
験
で

き
る
よ
う
早
期
教
育
の
推
進
に
努

め
、
ま
た
町
民
自
ら
が
参
加
実
践
す

る
活
動
や
学
習
の
成
果
を
発
表
で
き

る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

施
策
①
愛
と
善
意
の
こ
こ
ろ
を
育
み

ま
す

　

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

温
か
い
こ
こ
ろ
と
思
い
や
り
の
あ
る

地
域
社
会
を
築
く
た
め
「
ひ
ろ
す
け

童
話
」
の
精
神
を
持
っ
て
、
町
民
自

ら
多
様
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

施
策
②
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
め

る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

　

公
共
交
通
の
充
実
や
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
対
応
す
る
た
め
災
害
協
定
の

拡
大
、
地
域
防
災
力
の
向
上
、
危
機

管
理
体
制
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

施
策
③
良
好
な
生
活
環
境
を
整
備
し

ま
す

　

道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
基
礎
的

生
活
環
境
の
整
備
、
情
報
通
信
基
盤

の
整
備
を
す
す
め
ま
す
。

施
策
①
人
間
性
豊
か
な
青
少
年
を
育

成
し
ま
す

　

自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持
ち
、
主
体
的

に
行
動
で
き
る
人
間
性
豊
か
な
青
少

年
を
育
成
し
ま
す
。

活
動
を
支
援
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

施
策
②
交
流
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　

高
畠
町
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
、
農
業
、
商
業
、
観
光
、
教
育
、

文
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
総
合

交
流
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

　本計画の策定にあたっては、まちづく
り集落座談会、団体・グループ懇談会、
町民アンケートなどで多くの方々からご
意見・ご提言・ご協力をいただきました。
誠にありがとうございました。
　なお、第５次高畠町総合計画は各地区
公民館、町立図書館、町のホームページ
でもご覧になれます。

　お問い合せ先：
　　町役場企画課企画調整室
　　　　　　　　　　　☎�１１１２
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算は以下のとおりです。
　・適用年度／平成25年度分の住民税から適用され

ます。（この制度は、平成24年１月１日以降の
生命保等契約について適用になり、平成23年12
月31日までに締結した生命保険契約等について
は従前の制度が適用されます。また、新制度と従
前の制度双方の控除がある場合の合計適用限度額
は70,000円になります）

■公的年金からの特別徴収

　○公的年金を受給している人の住民税を、支給され
る公的年金から天引き（特別徴収）する制度が開始
されます。

　　
・特別徴収の開始時期／本町では、平成 25 年

　　　度から制度を開始する予定です。開始時期が
　　　近づきましたら再度お知らせします。

　・対 象 者／ 65 歳以上の公的年金受給者（住民税
が課税される年の初日に老齢基礎年金を受けてい
る方）

　　　注：住民税が課税される年の老齢基礎年金の受
給額が 180,000 円以下の方は対象外となります。

　・徴収（天引き）する額と方法／課税された住民税額
のうち、公的年金に係る雑所得から発生した分を、
年６回の年金支給のつど天引きします。

　　　注：１年間の所得に年金以外の所得（給与・事
業所得）がある方は、年金以外の所得によって発
生する住民税を今まで通りの徴収方法により納付
していただきます。

【
問
合
せ
先
】

　
　

町
税
務
課
課
税
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資
産
税
グ
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ー
プ
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平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
の
91
カ

所
の
標
準
的
な
宅
地
の
鑑
定
を
不
動
産
鑑
定

士
に
算
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
鑑
定

価
格
は
、
地
価
公
示
価
格
（
３
カ
所
）
、
地

価
調
査
価
格
（
５
カ
所
）
を
参
考
に
し
て
７

割
を
目
途
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
路
線
価
地
域
で
は
、
街
路
の
幅
員
や
道

路
状
況
な
ど
に
よ
り
、
路
線
ご
と
に
価
格
を

付
設
し
ま
す
。
そ
の
価
格
か
ら
さ
ら
に
、

個
々
の
土
地
の
形
状
、
間
口
、
奥
行
な
ど
個

別
の
条
件
を
補
正
し
、
評
価
額
を
決
定
し
ま

す
。
ま
た
、
路
線
価
地
域
以
外
の
地
域
で

は
、
標
準
地
か
ら
の
比
準
に
よ
り
評
価
額
を

決
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
用
地
は
、
２
０
０
㎡
以
下
の

土
地
（
小
規
模
住
宅
用
地
）
で
は
評
価
額
の

６
分
の
１
に
、
２
０
０
㎡
を
超
え
る
土
地

（
一
般
住
宅
用
地
）
で
は
評
価
額
の
３
分
の

１
に
、
課
税
標
準
額
を
減
額
す
る
特
例
措
置

が
あ
り
ま
す
。

　

不
動
産
鑑
定
価
格
の
参
考
と
な
る
地
価
公

示
価
格（
平
成
20
年
１
月
１
日
）お
よ
び
地
価

調
査
価
格（
平
成
20
年
７
月
１
日
）は
、
前
年

と
比
べ
て
下
降
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
土
地
の
評
価
額
は
下
落
す
る
場
所
も
あ
り

ま
す
。

　

平
成
６
年
度
の
評
価
替
え
に
お
い
て
地
価

公
示
価
格
の
７
割
を
目
途
に
評
価
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
課
税
標
準
額
が
急
激
に

上
昇
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
課
税
標
準

額
を
序
々
に
評
価
額
に
近
づ
け
る
た
め
、
平

成
９
年
度
評
価
替
え
よ
り
負
担
水
準
を
均
衡

化
さ
せ
る
負
担
調
整
措
置
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
負
担
水
準
の
低
い
土
地
で
は
、
な
だ
ら

か
に
税
負
担
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
で
、
負
担

水
準
の
ば
ら
つ
き
の
幅
を
狭
め
て
い
く
た

め
、
評
価
額
が
下
が
っ
て
も
負
担
調
整
措
置

に
よ
り
税
額
が
前
年
よ
り
も
上
昇
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
住
宅
用
地
は
評
価
額
の

80
％
（
住
宅
用
地
特
例
率
適
用
後
）
に
な
る

ま
で
、
商
業
地
等
の
宅
地
は
評
価
額
の
60
％

に
な
る
ま
で
、
前
年
度
課
税
標
準
額
に
本
年

評
価
額
の
５
％
分
を
加
え
る
方
法
で
課
税
標

準
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

評
価
替
え
の
年
に
、
同
じ
建
物
を
建
て
替

え
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
に
、
家

屋
建
築
後
の
経
過
年
数
等
に
よ
る
損
耗
を
考

慮
し
た
経
年
減
点
補
正
率
を
乗
じ
て
評
価
額

を
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
計
算
に
よ
っ
て

求
め
た
価
格
が
、
前
年
の
価
格
よ
り
も
高
く

な
っ
た
場
合
は
、
前
年
の
評
価
額
に
据
え
置

か
れ
ま
す
。
な
お
、
評
価
額
は
３
年
間
据
え

置
き
と
な
り
ま
す
（
21
年
度
〜
23
年
度
）
。

　

現
地
調
査
を
行
い
、
使
用
さ
れ
て
い
る
建

築
資
材
や
設
備
を
調
査
し
ま
す
。
調
査
し
た

建
築
資
材
等
の
単
価
に
つ
い
て
は
総
務
大
臣

が
定
め
た
「
固
定
資
産
評
価
基
準
」
を
基
に

算
出
し
評
価
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
築
住

宅
に
は
３
年
間
の
軽
減
措
置
（
床
面
積
要
件

50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下
の
新
築
住
宅
）
が

あ
り
ま
す
が
、
４
年
目
以
降
は
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

同
一
人
の
所
有
で
、
課
税
標
準
額
が
土
地

30
万
円
以
下
、
家
屋
20
万
円
以
下
、
償
却
資

産
１
５
０
万
円
以
下
に
つ
い
て
は
、
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

固
定
資
産
税
１
０
０
分
の
１
・
４
、
都
市

計
画
税
１
０
０
分
の
０
・
３
で
す
。

◎
土
地（
宅
地
）の
評
価
額
は

ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の

◎
町
内
の
土
地
の

価
格
の
動
向
は

◎
在
来
家
屋
の
評
価
額
は

ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の

◎
新
築
家
屋
の
評
価
額
は

ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の

◎
固
定
資
産
税
の
免
税
点
は

◎
税
率
は

◎
土
地
が
下
落
し
て
い
る
の
に

　
　
　

固
定
資
産
税
が

上
が
る
の
は
な
ぜ

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
す
る
人
に
対
し

て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
は
、
３
年
に
一
度
見
直
し
が
行
わ
れ
、
税
額
は
評
価
額
を
基
礎
と
し

て
算
出
さ
れ
ま
す
。
平
成
21
年
度
は
、
こ
の
見
直
し（
評
価
替
え
）の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

■個人住民税の住宅ローン特別控除制度の創設

　○所得税の住宅ローン控除の適用者に対して、次の
いずれか小さい額を個人住民税から控除する制度
が創設されました。

　　　①所得税の住宅ローン控除可能額のうち所得
　　　　税において控除しきれなかった額
　　　②税額控除前の所得金額（97,500 円を超え
　　　　るときは 97,500 円）

　・対 象 者／平成 21 年から平成 25 年までに入居
した方。

　・適用年度／平成22年度分の住民税から適用され
ます。

■上場株式等の配当所得および譲渡所得等に
　対する軽減税率の適用

　○平成 21 年１月１日から平成 23 年 12 月 31 日ま
での間における上場株式等の配当所得および譲渡
所得等に対する税率が、10％軽減税率（所得税
７％、住民税３％）になります。

　　　原則 20％（うち住民税５％）
　　　　　　　→軽減税率 10％（うち住民税３％）

　・適用年度／平成21年度分の住民税から適用され
ます。

■確定拠出年金に係る所得控除の見直し

　○企業型確定拠出金に導入される個人拠出掛金の全
額が所得控除の対象になります。

　・適用年度／平成 22 年１月からの改正で、平成 23
年度分の住民税から適用されます。

■土地等の長期譲渡所得に係る特別控除の創設

　○個人が、平成 21 年１月１日から平成 22 年 12 月
31 日までの間に取得した国内にある土地等でそ
の年の１月１日において所有期間が５年を超える
ものの譲渡をした場合には、その年中の当該譲渡
に係る譲渡所得の金額から 1,000 万円（当該譲渡
所得の金額が 1,000 万円に満たない場合には、当
該譲渡所得の金額）が控除されます。

　・適用年度／５年を超えて所有していることが必要
なため、平成 27 年度分の住民税から適用なりま
す。

■生命保険料控除の改正

　○生命保険契約等のうち介護（費用）保障または医療
（費用）保障を内容とする主契約または特約に係

る保険料等について、現行の一般生命保険料控除
と別枠で、28,000 円の所得控除（介護医療保険
料控除）が創設されました。

　○一般生命保険料控除および個人年金保険料の適用
限度額がそれぞれ 28,000 円（現行 35,000 円）にな
ります。

　○一般生命保険料控除、介護医療保険料控除および
個人年金保険料控除の適用がある場合における合
計適用限度額は 70,000 円になります。

　○一般生命保険料控除、介護医療保険料控除および
個人年金保険料控除の各保険料控除の控除額の計

年間の支払保険料等 控　　　除　　　額

12,000円以下 支払保険料等の全額

12,000円超32,000円以下 支払保険料×1/2＋6,000円

32,000円超56,000円以下 支払保険料×1/4＋14,000円

56,000円超 一律28,000円

平
成
21
年
度
は
、
固
定
資
産
の

評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す

平
成
21
年
度
は
、
固
定
資
産
の

評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す

税制改正のあらまし税制改正のあらまし
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環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

町
民
会
議
委
員
募
集

会
議
の
役
割
・
内
容

☆
地
球
温
暖
化
防
止
計
画
策
定
の
た

　

め
の
提
言
な
ど

※
月
１
回
、
平
日
の
午
後
７
時
か
ら

　

２
時
間
程
度
の
会
議
で
す
。

お
申
し
込
み
は
…

▼
応
募
資
格
／
町
内
在
住
の
18
歳
以

　

上
の
方
で
、
環
境
に
つ
い
て
関
心

　

を
お
持
ち
の
方

▼
募
集
人
数
／
２
人
程
度

▼
任
期
／
平
成
21
年
５
月
～
２
年
間

▼
応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
記
入
の

　

う
え
、
町
住
民
生
活
課
に
提
出
く

　

だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

 

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

 

（
応
募
用
紙
は
住
民
生
活
課
、
町

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

▼
応
募
期
限
／
５
月
28
日
㈭

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／

　

町
住
民
生
活
課
環
境
推
進
室

　

☎
�
１
５
９
６　

ＦＡＸ
�
１
５
４
３

　

E-mail:jyumin@town.takahata.yamagata.jp

【加入できる方】
　高畠町に住民登録または外国人登録をしている方
　（就学のために県外および県内他市町村に住所を
　　有する学生の方も加入できます）

【共済期間】
　　平成21年７月１日から平成22年６月30日まで
　の１年間。ただし、中途加入した場合は、会費
　納入の日から１年間

【共済会費】
　　会員１人につき年額400円。中途加入した場合
　でも同じです。

【申込期間】
　　平成21年６月１日～平成22年６月30日

【申込方法】
　　今年度の申し込みは、隣組・各地区で集金は
　しませんので、個人で町内金融機関に申し込み
　ください（ゆうちょ銀行は除きます）。

等級 傷害の程度 見舞金額
死亡の場合 100万円

１ 自賠法施行令別表の等級区分の第１級から
第３級の各号に掲げる後遺障害をうけた場合 50万円

２

治
療
期
間（
※
１
）

180日→160日以上

治
療
実
日
数（
※
２
）

60日以上 15万円
３ 150日→130日以上 50日以上 12万円
４ 120日→100日以上 40日以上 10万円
５ 90日→ 70日以上 30日以上 ８万円
６ 60日→ 50日以上 15日以上 ６万円
７ 30日→ 25日以上 ６日以上 ４万円
８ 15日以上 ３日以上 ３万円
９ 15日未満 ２万円

交通災害共済に
加入しましょう

万一のために… 家族全員で

制度が充実されました
①死亡の場合の見舞金が80万円から100万円に増額
②２等級～７等級までの治療期間が短縮
③８等級、９等級の見舞金がそれぞれ１万円増額

※１…治療開始から治療終了までの期間

※２…治療期間中に実際入院・通院した日数

【見舞金額表】

高畠町をＰＲするＣＭを募集します高畠町をＰＲするＣＭを募集します

◆募集内容／地域の特徴を表現した30秒の作品
◆参加資格／◎個人・団体を問いません
　　　　　　◎町外の方でも可能です
◆応募方法／応募される方は、６月30日㈫まで企画
 書（形式は自由です）をファクシミリまたは電子
　メールでお知らせください。
◆作品提出期限／９月30日㈬必着
◆審査基準／魅力ある情報発信になっているかなど、
　アイデアに重点をおいて審査します。
◆審 査 会／ 10月上旬予定
◆賞 金 等／◎採用された作品１点に20万円を贈呈
　　　　　　◎応募者には参加賞を贈呈

◆注意点／◎著作権・個人情報保護法などに抵触
　　　　　　しないこと
　　　　　◎公序良俗に反しない内容であること
◆その他／◎応募作品の著作権などは、高畠町に
　　　　　　帰属させていただきます
　　　　　◎採用（制作）された作品は、第10回
　　　　　　山形ふるさとＣＭ大賞（ＹＴＳ）に出
　　　　　　品予定です
◆申込み・問合せ先／町企画課広報統計室
　　　☎（52）４４７６　ＦＡＸ（52）１５４３

E-mail：kikaku@town.takahata.yamagata.jp

　高畠町の自慢や魅力（観光、物産、伝統、人物、歴史、自然など）を映像にした作品をご応募
いただき、広く“たかはた”アピールする30秒のＣＭを制作します。
　みなさんの“たかはた”へ思い、お待ちしております。

みなさんの生活をお手伝いする相談員をご紹介します

〈高畠地区担当〉

佐藤　護
まもる

さん（青葉町）

☎（52）１６１２

〈二井宿地区・
高畠地区の一部担当〉

菅野正章さん（上駄子町）

☎（52）３７１９

〈屋代地区・糠野目地区担当〉

東條勝
まさゆき

行さん（上山崎）

☎（57）３０７５

〈亀岡地区・和田地区担当〉

小松春男さん（入生田南）

☎（57）２７９１

身体障害者相談員
〈高畠・二井宿地区〉
阿 部 國 雄さん

☎（52）３４１６

身体障害者相談員
〈屋代地区〉

嶋 倉 秀 代さん
☎（52）３５２７

身体障害者相談員
〈亀岡・和田地区〉
山 木 友 子さん

☎（52）２３２１

身体障害者相談員
〈糠野目地区〉

石 垣 和 子さん
☎（57）３１９７

知的障害者相談員
〈全　地　区〉

佐 藤 　 護さん
☎（52）１６１２

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

　

相
談
に
応
じ
た
り
、
地
域
の
中
で

人
権
思
想
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
高
畠
町
の
人
権
擁
護
委
員
】

　

星
　

章

子
（
上
平
柳
）

　

鈴

木

久

衞
（
中　

島
）

　

島

津
　

元
（
二
井
宿
）

　

菅

間

郁

子
（
高　

畠
）

　

本

田

康

欣
（
三
条
目
）

▼
問
合
せ
先
／
町
住
民
生
活
課
町
民

　

室　

☎
�
４
７
１
４

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談
日

◆
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
１
０
０
８

◆
毎
週
月
曜
日

　

山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
２
１
４
８

　

※
法
務
局
で
は
、
曜
日
に
か
か
わ

　
　

ら
ず
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て

　
　

い
ま
す
。

第22回　まほろば町民号

親子ふれあい列車
つばさに乗って…

７月11日㈯
大　人 8,500円（中学生以上）
子ども 6,500円（小学生）
幼　児 4,500円（小学生未満）
乳　児　 800円（３歳未満）

★老人福祉相談員…高齢で一人暮らしの方や夫婦世帯を中心に訪問しています。
事務局／町健康福祉課地域福祉グループ　☎（52）３５６４

★障害者相談員／身体に障がいのある方や知的障がい者の更生援護に関する相談に応じています。
事務局／町健康福祉課障害者福祉グループ　☎（52）４４７３

スパリゾート・ハワイアンズ
の旅

「楽しく幸せに生活できるよ
う、きめ細かい相談に応じ暮
らしに役立つお手伝いをさせ
ていただきます」

「気軽にお話ししながらご相
談に応じたいと思っていま
す」

「日常の悩み事について気軽
に相談してください。微力な
がらお手伝いをいたします」

「生活の安定と生きがいを見
い出していただけるよう努力
します」

◆定員／ 310人
◆受付時間／８時30分～ 17時30分
◆申込み・問合せ先／高畠町観光協会
　　☎（57）３８４４　ＦＡＸ（57）４１７８
※まずは電話でお問い合わせください。
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平成21年度 高畠町検診日程表（６・７月分）
（特定健診・胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診・肝炎ウィルス検診・結核健康診断）

◎受付時間／午前７時～８時30分

●問合せ先／町健康福祉課健康推進室（げんき館内）　☎（52）５０４５

「げんき館」みんなの健康ガイド

～きらきら笑顔！～ （高畠町健康増進計画）

「早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

き・朝
あさ

ごはん」

　規則正しい睡眠と毎日の朝ごはん。簡単なようでいて、けっこうたいへんです。でも、これをきちん
とやっている子どもほど勉強も運動もよくできるというデータがあります。もちろん大人も同じです。
朝食をとると脳が活発に活動を開始し、集中力がアップ！仕事もはかどります。子どものときに身につ
けた生活習慣は一生続きます。「朝早く起きて、しっかりとごはんを食べ、元気に一日を過ごして、夜
は早く寝る。」ぜひ実行したいものですよね。

早起き

早寝 朝ごはん

朝の光を浴びることで、
体内時計（25時間）がリ
セットされ、脳が目覚
めて、24時間のリズム
に調整されます。

成長ホルモンは、深い
睡眠時の午前０時前に
最も多く分泌されるた
め、この時間帯はぐっ
すり眠っていることが
大切です。

脳と体を動かすために
は、エネルギーが必要
です。朝ごはんのエネ
ルギーで体温が上がり、
脳と体の動きが活発に
なります。

こどもも

　 大人も

➡

「ママパパ学級」のご案内「ママパパ学級」のご案内

　妊娠中の過ごし方や出産・育児についてお話ししましょう。

　ママだけの参加や２人目以降の方もぜひご参加ください。お待ち

しております。なお、事前の申し込み（げんき館へ）が必要です。

対　象 妊娠前期・中期（妊娠27週までの方） 妊娠後期（28週以降の方）

日　時 ６月11日㈭　13時30分～15時30分 ６月25日㈭　13時30分～15時30分

内　容

・日常生活のポイント
・食を育もう（妊娠期）
・一緒にやってみよう妊娠体操

など

・分娩の経過と過ごし方
・赤ちゃんが生まれたら
 （お風呂の入れ方等）

など

会　場 高畠町健康管理施設「げんき館」

　たばこには、多くの有害物質が含まれており、喫煙はがんをはじめとする
病気の原因になります。また、たばこを吸わない人が周囲で吸っている人の
煙を吸ってしまう「受動喫煙」も健康への影響があると言われています。特
に、妊娠中の喫煙や受動喫煙により胎児の発育に影響を与えたり、早産の原
因となります。
　たばこを吸う人も吸わない人も健康のためにたばこのことを考えてみま
しょう。

『つつが虫病にご注意！』
～農作業・山菜採り・ハイキングの季節です。つつが虫病に気をつけましょう～
　つつが虫病は、ツツガムシ（ダニの一種）の幼虫に刺されて、高熱や発疹などの症状がでる病気です。
春から秋にかけては、田畑や山林、河川敷などに薄着で出かける機会も多くなります。
★次のことを心がけましょう。
　① 素肌をできるだけ露出しない。
　② 草むらに直接座らない。
　③ 虫よけスプレー、ダニ忌避剤を衣服に散布する。
　④ 帰宅後は早めに入浴し、体についたダニを洗い
  流す。
　⑤ 衣服の洗濯と清潔を心がける。

５月31日は世界禁煙デー
５月31日から６月６日は

禁煙週間です

～すべてのひとの健康のために～

　『煙のない健康的な社会づくり』

★つつが虫病の症状
　刺されて５～14日後に発熱、頭痛、関節の
痛みや全身のだるさ、全身に発疹が現れます。
　※風邪によく似た症状です。早めに受診しま
　　しょう。

☆現在では、ニコチンパッチ（皮膚に貼るもの）や飲み薬での禁煙治療が健康保険の適用になっています。
　ぜひ、かかりつけ医に相談しましょう。

ヒトの脳には時計があります。

心と身体と脳の元気にとても大事な時計です。

この時計、すぐに遅れてしまいます。

夜ふかしするとますます遅れる時計です。

この遅れ“朝の光”が直します。

“朝陽”を浴びたそのあとは、

朝のごはんをきちんと食べて、

脳と身体にエナジー注入。

こうすればみんな元気。

夜も早く眠れます。たっぷり眠り、

“朝陽”を浴びてごはんを食べて大活躍。

さあこれで、こころはおだやか、

身体と脳も絶好調！

文部科学省「早寝早起き朝ごはん」国民運動プロジェクトより
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　　　ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ　　　　　　ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ　　　
　

　元高畠町議会議員・佐々木秀子（旭町）さんが高齢者
叙勲・旭日單光章を受章されました。
　佐々木さんは、昭和58年９月の高畠町議会議員選
挙に当選以来、連続３期12年の長きにわたり総務、
厚生の各常任委員会の委員を歴任され、社会教育の振
興ならびに保健衛生、地域福祉の向上に多大な貢献を
されました。
　また、高畠町議会初めての女性議員として、女性の
感性を生かした政策の提言を行うとともに、その後に
当選した女性議員の指導的立場に立って、議会の活性
化に尽力されました。
　いままでの功績が認められ、今回の受賞となりまし
た。

お めでとうございます ▲

金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
一
緒
に

　
（
５
月
９
日
・
藤
田
ラ
ン
ニ
ン
グ

ア
カ
デ
ミ
ー
陸
上
教
室
）

▲若い者にはまだ負けん
　（５月９日・置賜地区シニア　　　　　

ソフトボール交流大会）

▲

釣
れ
た
よ

（
５
月
３
日
〜
５
日
・　
　

春
の
童
話
ま
つ
り
）

▲侍ジャパンには勝てませんが…
　（５月10日・高畠町野球連盟野球大会開幕）

▲めざせ、プロ野球選手
　（５月３日・高畠町体育協会会長杯）

▲“走 る男”と一緒に町内を走る（４月30日・“走 る男Ⅱ”高畠ロケ　～７月上旬放送予定～）

▲雨の中でもキビキビと（４月26日・消防演習）

▲元気に　　　
大きくな～れ

（５月１日～５日・赤ちゃん手形つくり）

▲

倭
舞
と
豊
作
を
祈
願
し
田

　

植
舞
を
奉
納

（
５
月
３
日
・

安
久
津
八
幡
神
社
祭
礼
）

▲古の道を歩く（５月９日・古道ハイク）

▲体力づくりは“湯るっと”で
（余熱利用施設オープン）

▼

新
し
い
プ
ー
ル
で
も
頑
張
る
ゾ
！

（
４
月
30
日
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー　

プ
ー
ル
最
後
の
一
日
）



3     2009.５   33     2009.５   317 16

成人式

第一中学校卒業

第二中学校卒業

第三中学校卒業

第四中学校卒業

晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
３
日
㈷
平
成
21

年
高
畠
町
成
人
式
が
文
化
ホ
ー
ル
ま

ほ
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人

は
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
１
６
８
人
と
女

性
１
７
７
人
の
計
３
４
５
人
で
す
。

　
式
典
で
は
寒
河
江
町
長
が
「
新
成
人
の
皆

さ
ん
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

以
前
に
も
ま
し
て
厳
し
い
経
済
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
『
た
く

ま
し
さ
』
と
『
互
い
を
思
い
や
る
心
』
を
培

い
、
一
人
前
の
大
人
と
し
て
立
派
に
独
り
立

ち
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続

い
て
新
成
人
を
代
表
し
て
、
青
野
太
一
さ
ん

（
和
田
地
区
）
と
本
田
郁
美
さ
ん
（
二
井
宿

地
区
）
が
、
「
ま
ほ
ろ
ば
の
里
に
生
ま
れ
育

ち
、
学
ん
だ
こ
と
全
て
を
人
生
の
礎
と
し
、

成
人
と
な
る
こ
と
の
意
義
を
か
み
し
め
、
次

世
代
を
担
え
る
人
間
に
な
る
よ
う
努
力
し
ま

す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
、
実
行
委
員
会
の
企
画
で
、
各

中
学
校
の
恩
師
の
先
生
方
が
思
い
出
を
語
り
、

新
成
人
へ
の
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。
ま
た
、
式
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
恩
師

の
先
生
方
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
披
露
さ

れ
、
新
成
人
は
当
時
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
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粗大ごみを回収します

▼
回
収
対
象
品
／

　
　

①
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
も
の

　
　

②
重
い
も
の

▼
回
収
で
き
な
い
も
の
／

　
　

●
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・

　
　
　

冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・
パ
ソ
コ
ン

　
　

●
オ
ー
ト
バ
イ
・
農
機
具
・
タ
イ
ヤ
等

　
　
　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理

　
　
　

で
き
な
い
も
の

高
畠
・
二
井
宿
地
区　

６
月
23
日
㈫

屋
代
・
糠
野
目
地
区　

６
月
24
日
㈬

和
田
・
亀
岡
地
区　
　

６
月
25
日
㈭

　高畠町衛生組合連合会では、ごみの減量化を推
進するために、生ごみ処理機の購入の助成を行い
ます。

●申請受付期間／６月１日㈪～６月30日㈫
　　　　　　　　 数量に達し次第終了
●申請場所／町住民生活課環境推進室
　※印鑑をお持ちください。

 ◆補助対象処理機と補助額
　①地上据置型コンポスト　１基 2,000円
　②機械式(電気式)処理機　１基 5,000円
 ※１世帯１基分が限度となります。

 ◆購入方法
 補助金交付決定後、指定取扱店から購入してい
ただくことになります。
　※既に購入したものは対象になりません。

狂犬病予防注射は
お済みですか？

　今月、各地区公民館で実施した狂犬病予防注射を都合
によりまだしていない方は忘れずに受けましょう。
●日  時／５月31日㈰　９時30分～10時30分
●場  所／町中央公民館前
●注 射 代／ 3,100円（当日はがきとともに持参）
●新規登録／印鑑と登録料3,000円を当日持参してください。

 ルールを守って安心・安全に

　３年前、国内において狂犬病による発症・死亡が確
認されました。狂犬病になったら対処・処置がありま
せん。飼い主の責任問題にも発展します。必ず狂犬病
予防注射を受けましょう。

　生ごみは堆肥にして土に返そう

６
月
は
環
境
月
間
で
す

６
月
は
環
境
月
間
で
す

６
月
は
環
境
月
間
で
す

♦
回 

収 

日

　『車がない』『平日に持って行けない』などの理由で、千代田クリーンセンターに粗大ごみを自己搬入
できない方のために粗大ごみの回収を行います。回収は６月と10月の年２回行います。

生ごみ処理機の購入助成

①廃棄したいものの大きさ、重さ、数を確認します。

　　（１回に出せるものは、１家庭５品まで）

②粗大ごみ回収受付センターに電話します。

　　受付期間／６月１日㈪～12日㈮（平日のみ）

　　受付時間／９時～ 16時

　　受付電話番号／☎（52）１２１５

③申し込みをします。

・住所・氏名・電話番号・粗大ごみの内容を

　お知らせください。

　・申込期間終了後の追加・変更はできません。

④「粗大ごみ用証紙（ステッカー）」を購入します。

　　申込み時に金額をお知らせしますので、

　　必要な枚数を購入してください。

⑤回収日に粗大ごみに証紙を貼って、自宅前に出します。

・午前８時まで出してください。

・証紙に、地区名・氏名を記入してください。

・回収車（４t車）が入られない場合は、車が入られる場

所まで出してください。

・アパートなどの場合は、１階の出入り口付近や駐車

場に出してください。

・自宅内まで入っての回収は行いません。

・申し込み以外のものは回収しません。

●問合せ先／町住民生活課環境推進室　
　　　　　　☎（52）１５９６

～粗大ごみの出し方～ ■実行委員長

青野　太一
（第三中学校出身）

■副実行委員長 

今井　雅俊
（第三中学校出身）

■実行委員 

大野　清貴
（第一中学校出身）

■実行委員 

金子　美穂
（第三中学校出身）

■実行委員

甕岡　卓
（第四中学校出身）

■実行委員 

色摩　志織
（第二中学校出身）

■実行委員

竹田　拓馬
（第四中学校出身）

■実行委員

冨樫　優一郎
（第二中学校出身）

■実行委員

星　賢児
（第一中学校出身）

■実行委員

本田　郁美
（第一中学校出身）

今回成人式実行委員として活躍した皆さんに、
感想や今後の決意をお聞きしました。

１．実行委員として成人式に参加しての感想
２．新成人として今後の決意
３．好きな言葉

■実行委員

川井　夏姫
（第三中学校出身）

■実行委員

近野　裕也
（第四中学校出身）

■実行委員

槇　靖憲
（第四中学校出身）

■実行委員

山川　悠貴
（第二中学校出身）

１．一中から四中まで様々な人が
　集まるのはあまりない事で、そ
　んな機会が成人式の実行委員で
　良かったと思う。いい思い出に
　出来るのは間違いなし !!
２．大人としての自覚と誇りを持
　っていきたい。
３．弱気は最大の敵

１．最初は緊張したけど、いろん
　な人達と話せてよかったです。
２．社会人として社会に貢献でき
　るようがんばる。
３．羞恥心

１．いろんな人としゃべられて楽
しかったです。

２．社会に役立てるような、立派
な社会人になりたいです。

３．ｗｉｓｈ

１．初めは、何をすればいいのか
わからずとても不安でした。で
も、他の実行委員の人達と協力
して取り組むことができて、と
ても楽しくできました。貴重な
体験をすることができたと思っ
ています。
２．一人の社会人として、一つ一
つの行動に責任を持ち、自分の
仕事に誇りを持って頑張ってい
きます。
３．日進月歩

１．成人式実行委員になり、たく
　さんの新しい仲間ができました。
　この出会いを大切にしていきた
　いと思います。
２．新しい環境の中で自分自身を
　見失わないようにしていきたい
　と思います。また、チームワー
　クを大切にしていきたいです。
３．一期一会

１．最初は何をしていいか分から
　なかったのですが、話し合いを
　進めていくうちに、やるべき事
　も分かり楽しく参加できました。
　先生方へのメッセージを頂きに
　行くときに、予定を合わせたり
　色々と大変でしたが、なつかし
　い先生方と会う機会になり楽し
　い経験になりました。
２．失敗を恐れずにいろんな事に
　チャレンジしたい。
３．なせば成る

１．実行委員に選ばれて、初めて
　会う人がたくさんいる中で、う
　まく溶け込んでやっていけるか
　不安でしたが、みんなが積極的
　に取り組んでいる姿を見て、自
　分も責任を持ってやらなければ
　と思いました。とてもいい経験
　になりました。
２．成人式という一生に一度の大
　きな節目ということで、一社会
　人という意識がより強くなりま
　した。私には夢があるので、今
　年必ず実現させたいです。
３．目標、達成

２．良い手本となれるような大人
　になりたい。

１．各地区から選ばれた人達と様
　々な交流ができたこと。
　　みんなおつかれ !!
２．成人としてのマナーを守り社
　会に、そして高畠町に貢献して
　いきたい。
３．七転び八起き

１．いろいろな人と出会えてよか
　った。
２．高畠町を良くしていきたい。
３．金

１．みんなとなかよくなれて楽し
　かった。
２．仕事をがんばる。

１．実行委員になって、分からな
い人もいましたが、協力して打
ち合わせ等うまくいってよかっ
たです。この機会に知らない人
とも知り合えてよかったと思い
ます。今回、貴重な経験をさせ
ていただき、ありがとうござい
ました。
２．自分は今、目の前のことをやっ
ていくだけで、ゆとりがあまり
ありません。今後、身の回りが
おちついてから周りのこと、そ
れから自分の夢（中身は秘密で
すが）、それに向けて走って行け
るようにがんばって行きたいと
思っています。
３．求めよ、さらば与えられん

１．最初は知らない人ばかりで不
安でいっぱいでしたが、みなさ
んとてもいい人で楽しく実行委
員をすることができました。一
生に一度しか体験できない事が
できてよかったです。
２．新成人として大人の自覚を持
ち、少しでも地域に貢献できる
ようになりたい。
３．自分に勝つ

１．今回、成人式の実行委員をさ
せてもらって、得るものがたく
さんあったと思います。最初は、
初めて会った人ばかりで、とて
も緊張しました。でも、話し合
いを重ねる度に、仲良くなって
いけて、友達も増えたし、自分
の社交性も上がったかな、と思
います。実行委員をして良かっ
たです。

２．この成人式を機に、成人とし
ての自覚や責任を再認識して、
仕事もプライベートも充実した
生活を送っていきたい。それと、
今しか出来ないような事を目一
杯楽しみたい！

３．No.Music.No.Life!!
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    こんにちは！　
高畠病院です

    こんにちは！　
高畠病院です

今月のテーマ

「笑顔と思いやりで」

Ｕ

公立高畠病院総看護師長

小梁川　三枝子

　

４
月
１
日
よ
り
公
立
高
畠
病
院
の
総
看
護

師
長
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
、
２
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
日
々
責
任
の
重
さ
を
感
じ
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

私
が
高
畠
病
院
に
就
職
し
た
の
は
、
昭
和

51
年
４
月
、
今
年
で
34
年
目
を
迎
え
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
所
よ
り
も
遥
か
に
長
い
年
月

を
高
畠
町
で
過
ご
し
、
家
族
や
多
く
の
方
々

の
協
力
も
あ
っ
て
看
護
師
の
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
病
棟
、

外
来
、
中
央
材
料
室
、
手
術
室
、
地
域
医
療

連
携
室
と
多
く
の
部
署
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
と
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
と
の
出
会
い
、
関
わ
り
の
す
べ
て
が
今

の
私
の
大
切
な
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
当
院
も
４
月
よ
り
大

浦
病
院
事
業
管
理
者
を
迎
え
、
財
政
健
全
化

を
目
指
し
て
経
営
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
職
員
一
人
一
人
が
危
機
感
を
も
っ
て
、

経
営
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
看

護
部
も
改
革
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
に
む
け
て

動
き
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
の
病
院
と
し
て
、
何
よ
り
も
大
切
な

こ
と
は
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
安
心

し
て
病
院
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
患

者
さ
ん
の
一
番
身
近
に
い
る
看
護
師
が
、
患

者
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
心
の
思
い
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
感
性
を
磨
き
、

知
識
、
技
術
、
そ
し
て
や
さ
し
さ
と
思
い
や

り
の
心
で
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

看
護
師
が
笑
顔
で
患
者
さ
ん
と
向
き
あ
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い

ま
す
。
最
近
は
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
く

こ
と
も
増
え
、
看
護
師
の
励
み
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
私
自
身
も
現
場
の
看
護
師
の
笑
顔

で
癒
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

看
護
師
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
看
護
師

の
ケ
ア
も
大
切
な
私
の
役
割
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
私
で
す
の
で
、
力
不
足
で
は

あ
り
ま
す
が
“
何
事
に
も
誠
意
を
も
っ
て
対

応
す
る
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
努
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
覚
悟
で
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
し
て
頑
張
り

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

公立高畠病院の「診療費請求書兼領収書」に

有料広告を掲載してみませんか
　公立高畠病院では、医療費の請求や領収の際に発行する「診療費請求書兼領収書」に有料
広告を募集します。
　「診療費請求書兼領収書」の発行枚数は一日300枚程度で、大きな宣伝効果が期待できま
す。どうぞ、有料広告をご利用ください。

◆発 行 枚 数／５万枚
◆広告開始日／平成21年７月１日を予定
◆広 告 期 間／発行を開始した日から５万枚
       分の発行が終了する日まで
◆用紙の規格／Ａ５版横長の白上質紙
　　　　　　　（Ａ４版用紙の上半分）
◆募 集 枠／６枠
◆１枠の規格／大きさ：縦４㎝×横８㎝の
　　　　　　　長方形　色：黒の一色刷り
◆掲載の位置／用紙に６枠を配置
◆掲 載 料／１枠３万円

　（消費税および地方消費税1,429円を含む）

◆募集期間／平成21年５月20日から

　　　　　　平成21年６月15日まで

◆そ の 他／

　◎募集枠を超える申込みがあった場合は抽選

 ◎広告主が６者に満たない場合は、複数枠

　　の利用も可能

　◎掲載位置の指定は不可

　◎詳細は公立高畠病院のホームページをご

　　覧ください。

◆申込・問合せ先／公立高畠病院総務部門

　総務グループ　☎（52）１５００

　
や
わ
ら
か
い
日
ざ
し
と
や
さ
し
い
風
の

さ
さ
や
き
が
、
心
地
よ
い
季
節
で
す
。

　
自
然
の
美
し
さ
、
不
思
議
さ
な
ど
を
感

じ
る
心
は
、
０
歳
児
か
ら
は
ぐ
く
ま
れ
て

い
き
ま
す
。
子
ど
も
と
同
じ
目
線
で
見
て
、

同
じ
心
で
感
じ
る
と
自
然
は
ド
キ
ド
キ
ワ

ク
ワ
ク
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
お
天
気
の
良
い
日
は
積
極
的
に
外
あ
そ

び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
外
あ
そ
び
は
子

ど
も
た
ち
を
開
放
的
な
気
分
に
し
て
く
れ

ま
す
。

　
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
、
テ
ラ
ス
を
開
放

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
ね
！

～
外
遊
び
を
す
る
時
は
こ
ん
な
事
に
気
を

　
つ
け
ま
し
ょ
う
～

・
帽
子
を
か
ぶ
る
ほ
か
、
日
焼
け
止
め
を

　
塗
る
な
ど
の
紫
外
線
対
策
を
し
ま
し
ょ

　
う
。

・
水
分
は
こ
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
昼
間
の
暑
い
時
間
帯
の
散
歩
は
気
を
つ

　
け
ま
し
ょ
う
。

　
お
外
で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
丈
夫
な

体
を
作
り
ま
し
ょ
う
ね
!

「
さ
わ
や
か
な
５
月
」

問
合
せ
先
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
�
０
３
５
０

▲タッチケア～パパやおばあちゃんもだっこ～ ▲タッチケア～いないいないばぁ！～

～
子
育
て
通
信
～

～
子
育
て
通
信
～

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

《高齢受給者証》
今月受給者証をお送りする方は
　昭和14年５月２日生～昭和14年６月１日生の方
です。
　今月下旬にお送りしますので、ご確認ください。
国保以外の方は、現在加入している健康保険より交
付されます。

《乳幼児医療証》
今月末で更新が必要な方は
　新６歳児／平成15年５月２日生～平成15年６月１日生
　新５歳児／平成16年５月２日生～平成16年６月１日生
　新４歳児／平成17年５月２日生～平成17年６月１日生

　新３歳児／平成18年５月２日生
　　　　　～平成18年６月１日生
　新２歳児／平成19年５月２日生
　　　　　～平成19年６月１日生
　新１歳児／平成20年５月２日生～平成20年６月１日生

▼持ち物／①お子さんの健康保険証②印鑑（スタン
　プ印以外）③扶養者の平成19年分の所得のわか
　るもの（平成20年１月１日に高畠町に住所が無
　い方）

▼申請受付期間／５月22日㈮～６月５日㈮

▼申請・問合せ先／町国保介護課医療給付室
☎（52）１３２７

今 月 の 医 療 証

平成20年５月20日生（西 館） 平成20年５月６日生（大町三）

いつもニコニコ笑顔です 抱っこ 大好き

安
あ

 達
だち

 咲
さ

 葉
わ

 ちゃん 相
あい

 田
た

 磨
ま

 育
いく

 くん

●
申
込
締
切
／
６
月
５
日
㈮　
　

●
申
込
み
先
／

 
町
企
画
課
広
聴
広
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
４
４
７
６

　

（
応
募
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

デ
ー
タ
で
も
可
能
で
す
）

満１歳になるお子さんを募集します
　（６月号に掲載するのは
　　　　　　　平成20年６月中に生まれたお子さんです）

を
設
置
し
ま
し
た

高畠町

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
　
策
　
本
　
部

◆
発
熱
相
談
窓
口
／
町
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
５
０
４
５

◆
受
付
時
間
／
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

 
相
談
者
の
相
談
内
容
に
お
い
て
、
海
外
へ
の
渡

航
歴
が
あ
り
、
38
℃
以
上
の
発
熱
ま
た
は
急
性
呼

吸
器
症
状
（
鼻
汁
も
し
く
は
鼻
閉
、
咽
頭
痛
、
発

熱
ま
た
は
熱
感
や
悪
寒
）が
あ
る
場
合
は
、置
賜
保

健
所
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
０
０
２（
平
日
・

休
日
と
も
９
時
～
20
時
）☎
�
３
０
０
０（
前
記
以

外
の
時
間
帯
）に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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桜
木
の
膨ふ

く

れ
る
程
に
百も

も
ち
ど
り

千
鳥

福　

沢　

遠
藤
と
も

織
田
の
堀
遊
具
き
し
め
ば
春
動
く

一
本
柳　

牧　

あ
す
か

コ
ン
サ
ー
ト
舞
台
も
客
も
春
の
旅

飯　

森　

皆
川
京
子

春
雨
は
囁

さ
さ
や

く
よ
う
に
野
の
花
に

上
和
田　

鏡　

た
か
子

孫
の
職
決
ま
り
し
電
話
山
笑
う

上
和
田　

大
浦
秀
一

山
菜
と
聞
け
ば
元
気
の
夕
仕
度

福　

沢　

山
中
よ
し

幾
山
河
こ
え
し
卒
寿
の
春
惜
し
む

泉　

岡　

日
下
や
ゑ
子

同
時
季
に
桜
は
な
や
か
梅
は
楚
々

安
久
津　

石
川
常
代

さ
く
ら
並
木
小
雨
に
け
む
る
ま
ほ
ろ

ば
路　
　
　
　

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

か
た
く
り
の
花
愛
ら
し
い
故ふ

る
さ
と郷

路

石　

岡　

川
井
み
よ

威
勢
よ
く
鯉
が
泳
い
で
端
午
か
な

露　

藤　

近
野
葉
津

春
雨
や
色
と
り
ど
り
の
傘
の
列

深　

沼　

寒
河
江
孝
子

今
年
ま
た
桜
見
ら
れ
て
あ
り
が
と
う

二
井
宿　

御
田
俊
坊

た
く
あ
ん
に
茶
椀
舐
め
さ
す
癖
の
爺

福　

沢　

吉
田
三
郎

な
ご
り
雪
迷
惑
そ
う
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

福　

沢　

山
村
和
子

卒
業
や
未
知
の
命
の
道
で
あ
り

安
久
津　

髙
梨
忠
美

妻
の
忌
や
桜
吹
雪
に
出
合
い
け
り

糠
野
目　

中
野　

博

光
陰
や
大
回
転
で
桜
咲
く

弥
生
町　

太
田
邦
夫

残
雪
の
白
き
山
な
み
風
物
詩

福　

沢　

佐
藤
百
合
子

花
よ
り
も
人
花
盛
る
東
御
苑

東　

京　

荒
井　

稔

う
ら
ら
か
な
仙
台
堀
辺
母
子
行

東　

京　

荒
井
玲
子

群
れ
す
ず
め
雑
談
の
中
桜
待
つ

弥
生
町　

皆
川
ゆ
た
か

畦
焼
き
の
野
火
に
広
が
る
風
悪
さ

深　

沼　

我
妻
カ
チ
ヨ

ふ
き
の
と
う
春
の
か
お
り
を
仏
前
に

糠
野
目　

有
路
シ
ズ
ヨ

躑つ
つ
じ躅

花
赤
く
染
め
る
か
山
裾
を

露　

藤　

藤

の

露

か
の
丘
に
今
も
茂
る
や
山
根
草
食は

み

て
生
き
来
し
避
難
の
日
々
を

糠
野
目　

中
野　

博

晩
秋
に
む
し
り
残
し
の
株
の
間ま

に
イ

ヌ
フ
グ
リ
咲
く
早は

る春
の
日
差
し
に

日　

向　

寒
河
江
孝
一

懐
か
し
き
君
を
見
掛
け
て
手
を
振
れ

ば
見
詰
め
る
君
の
笑
顔
優や

さ

し
き

露　

藤　

髙
橋
清
雄

夕
風
の
吹
き
く
る
庭
隅
ひ
っ
そ
り
と

君
を
待
つ
が
に
赤
の
牡
丹
咲
く

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

朝
食
を
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
新
し
い

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
今
日
も
良
き
日

を
と
願
う　
　

露　

藤　

近
野
葉
津

押
入
れ
の
孫
の
ピ
ア
ニ
カ
と
り
だ
し

て
奏
で
る
曲
は
「
荒
城
の
月
」

福　

沢　

山
村
和
子

一
人
娘ご

の
孫
三
人
が
巣
立
ち
行
く
我

が
人
生
の
宝
に
成
る
な
り

二
井
宿　

佐
藤
ナ
ヲ
子

カ
ラ
フ
ル
に
ア
ク
リ
ル
毛
糸
の
花
を

編
む
食
器
洗
へ
ば
エ
コ
と
な
る
ら
む

桜
木
町　

遠
藤
和
子

花
見
席
多
く
の
人
の
幾
つ
の
輪
に
も

子
ど
も
少
な
し
少
子
化
の
波
が

弥
生
町　

太
田
邦
夫

身
を
削
り
波
乱
の
人
生
生
き
抜
い
た

尊
き
姿
静
か
に
散
り
逝
く

石　

岡　

川
井
み
よ

春
の
日
に
友
と
く
り
出
し
桜
見
に
春

ら
ん
ま
ん
の
ま
ほ
ろ
ば
の
里

弥
生
町　

京

子

ひ
と
つ
別
れ
終
え
て
新
た
な
出
会
い

か
な
う
よ
う
に
桜
は
青
葉
と
な
り
ぬ

高　

畠　

後
藤
瑩
子

八
十
路
過
ぎ
此
の
冬
屋
根
の
雪
下
ろ

し
日
焼
け
の
顔
に
生
き
る
よ
ろ
こ
び

馬　

頭　

我
妻
卯
吉

日
の
丸
に
一
礼
師
恩
の
春
を
告
げ
命

を
学
ぶ
心
の
姿

安
久
津　

髙
梨
忠
美

夕
食
に
ス
シ
を
囲
み
て
パ
ー
テ
ィ
ー

を
初
給
料
の
孫
の
お
ご
り
で

元
和
田　

佐
藤
敏
子

親
子
連
れ
お
礼
参
り
に
文
殊
堂
散
歩

で
交
わ
す
晴
れ
や
か
笑
顔

亀　

岡　

齊
藤
坂
夫

頂
い
て
何
を
買
お
う
か
と
給
付
金
温

泉
行
こ
う
か
迷
い
思
案
中

亀　

岡　

齊
藤
ユ
リ
子

春
の
風
冷
た
く
吹
け
る
夜
の
空
上
弦

の
月
冴
え
て
た
だ
よ
う

福　

沢　

山
中
よ
し

雪
囲
い
ほ
ぐ
し
終
わ
り
て
下
見
れ
ば

カ
タ
ク
リ
の
花
つ
ぼ
み
を
も
ち
ぬ

三
条
目　

横
山
進
助

緑
道
の
桜
満
開
風
も
な
く
親
子
連
れ

添
い
休
日
の
時

三
条
目　

横
山
ヤ
エ
子

春
こ
こ
に
光
を
受
け
て
爛
漫
と
車
座

に
な
る
花
見
の
う
た
げ

福　

沢　

吉
田
三
郎

米
を
研
ぐ
母
は
勤
め
に
孫
娘
今
年
春

よ
り
中
学
と
い
う深　

沼　

我
妻
カ
チ
ヨ

い
よ
よ
我
亡
母
の
齢よ

わ
い

に
届
き
た
る
形

見
の
指
輪
廻
し
嵌は

め
お
り

福　

沢　

山
中　

道

雪
深
き
僻
地
に
春
の
お
と
な
い
て
梅

桜
桃
李
い
ち
ど
き
に
咲
く

二
井
宿　

勿

忘

草

ラ
ン
ド
セ
ル
し
ょ
っ
て
げ
ん
気
に
が

っ
こ
う
へ
あ
か
る
い
あ
い
さ
つ
ま
い

に
ち
し
よ
う　

亀　

岡　

山
木
風
花

（
７
歳
の
子
の
投
稿
歌
で
す
）

十
九
歳
徴
兵
検
査
前
に
し
て
死
に
た

く
な
い
な
と
つ
ぶ
や
き
し
頃

選
者
詠　

梅
津
重
郎

【次回〆切り日】
俳句・短歌とも

平成21年６月30日㈫

小
春
日
の
畠
に
友
の
姿
な
く
施
設
に

行
き
て
一
年
の
た
つ

石　

岡　

大

志

津

携
帯
に
就
職
決
ま
り
し
孫
の
声
聞
く

わ
が
声
も
弾
み
高
ま
る

上
和
田　

大
浦
秀
一

風
は
ら
み
見
事
に
お
よ
ぐ
こ
い
の
ぼ

り
不
景
気
飛
ば
す
か
風
土
記
の
丘
に

根　

岸　

金
子
協
子

老
い
し
日
に
庭
で
見
よ
と
て
娘
の
植

え
し
桜
咲
き
満
つ
歳
月
早
し

泉　

岡　

日
下
や
ゑ
子

入
院
中
始
め
て
食
事
許
さ
れ
て
最
初

に
呑
ん
だ
味
噌
汁
の
味
忘
れ
ま
じ

安
久
津　

石
川
常
代

春
祭
り
ホ
ラ
ガ
イ
聴
こ
え
走
り
寄
り

佐　

沢　

遠
藤
た
ま
子

サ
シ
ス
セ
ソ
サ
ミ
シ
ガ
リ
ヤ
モ
サ
ク
ラ
色

二
井
宿　

志
賀
マ
ツ
子

物
種
ま
く
後
期
高
齢
夢
多
し

選
者
吟　

沢
田
稲
花

高畠町立図書館
☎（52）4493

こ
ど
も
の
本

お
と
な
の
本

に行かなくちゃ！

開館時間／
火曜日から金曜日
　９時〜19時
土・日曜日・祝日
　９時〜17時

＜おはなし会＞
６月13日㈯
10時30分〜

町立図書館にて

高畠町立図書館
◎６月の休館日

●は休館日

　今月の「企画展」
『いろいろな子供たち』

　世界中にはいろんな子供たちがいます。家族の
ために働かなければいけない子供、戦争の中にい
る子供、病気とたたかっている子供…。それぞれ
の子供たちの姿からあなたは何を感じるでしょうか？

図 書 館

★三匹のおっさん
有川浩　文藝春秋

★空に唄う
白岩玄　河出書房新社

★新・野性の証明
森村誠一　角川書店

★男道
清原和博　幻冬舎

★簡単！おうちパン
セブン＆アイ出版

★上杉かぶき衆
火坂雅志　実業之日本社

　もののふたちは、何故、上杉景勝
の下に集まり、直江兼続とともに戦
ったのか !? 直江兼続、前田慶次郎、
水原親憲ら、景勝を盛り立てた武将
たちの壮烈なる生き様を描いた時代
連作短編集。

☆かねたんのいちにち
おかのあき　ｳｪｯｼﾞﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ

☆だるまさんと
かがくいひろし　ブロンズ新社

☆ルルとララのカップケーキ
あんびるやすこ　岩崎書店

☆ブリジンガー（上・下）
ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ･ ﾊﾟｵﾘｰﾆ　ｳﾞｨﾚｯｼﾞﾌﾞｯｸｽ

☆ぼくらの最終戦争
宗田理　ポプラ社

☆つみきのいえ
加藤久仁生　白泉社

　海面がどんどん上がってくる町に
住むおじいさん。家が沈むたびに上
へと建て増し続け、まるでつみきの
ようになりました。ある日、大工道
具を落としたおじいさんが海に潜る
と…。各国映画祭で絶賛されたアニ
メを絵本化。

町 立 図 書 館

月
１
８
15
22
29

火
２
９
16
23
30

日

７
14
21
28

土
６
13
20
27

金
５
12
19
26

水
３
10
17
24

木
４
11
18
25

《高畠町文化ホール自主企画事業》 問合せ先／高畠町文化ホール☎（52）４４８９

●開場 18:30　　●開演 19:00
●前売券 4,000円（全席自由）

因幡 晃アコースティックコンサート 2009

『羽州街道　散歩道』

2009 in Takahata

◦出演バンド募集◦
　あなたも“まほら”のステージに立ってみま

せんか！

◆開催日時／８月30日㈰
◆応募締切／６月30日㈫
　申込書に必要事項を記入してください。

　ロック・フォーク・ジャズ等、ジャンルや出

演経験は問いません。

　なお、定員に達しましたら、募集を締め切ら

せていただきます。

　詳細・申込書についてはまほらまで。

「まほら」カクテルコンサート 2009

坂田 明 Special Jazz Live
～県内有名店のカクテルを楽しみながら

洒落たひとときを～

◆日時／６月23日㈫
　　　　開場18時　開演19時
◆会場／高畠町文化ホール
　　　　　　　「ホワイエ」
◆チケット／前売券2,800円
　　　　　　当日券3,000円
　　　　　　　（全席自由）

◆チケット取り扱い／
　町内プレイガイド、高畠町文化ホール
※未就学児および乳児の入場・同伴はできません。

150人限定
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扶養親族の数 国民年金加入者 厚生年金等加入者
０人 ４６０万円 ５３２万円

１人 ４９８万円 ５７０万円

２人 ５３６万円 ６０８万円

３人 ５７４万円 ６４６万円

４人 ６１２万円 ６８４万円

５人 ６５０万円 ７２２万円

平成21年度所得制限限度額

現在児童手当を
受けていない方へ

　昨年、扶養親族が増えたり、所得が下表の限度
額未満になった人は、受けることができる場合が
ありますので、申請手続きをしてください。
　この手当は申請した翌月分から支給されます
（５月中に申請された方については６月分から支

給となります）。

◆申請に必要なもの／
　印鑑、本人名義の通帳、社会保険証等

ご存知ですか？

児童手当制度

手当の月額

０歳以上３歳未満

第１・２子および第３子以降…１万円

３歳以上

第１・２子…５千円 第３子以降…１万円

どんな人が受けられますか？
①高畠町に住所がある人（国籍は関係ありません）
②小学校６年生までの子どもがいる人
③子どもを養育し生計を維持している方で、
　所得が一定未満の人
④親が養育していない場合は、子ども暮らし
　養い守り育てている人

「ねんきん定期便」をお送りしています

危
険
物
安
全
週
間

６
月
７
日
～
６
月
13
日

　

灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
危
険
物

は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
大
変
身

近
な
も
の
で
す
が
、
誤
っ
た
貯
蔵
や

取
り
扱
い
を
す
る
と
大
き
な
災
害
を

引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

平
成
21
年
度

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

『
安
全
は意識

と
知
識
と心

が
け
』

　「ねんきん定期便」は、保険料の納付実績や将来受け取る年金額の見込などの年金に関する情報を定期的
（毎年誕生月に送付）にご確認いただき、年金制度に対するご理解を深めていただくことを目的としてお送り
するものです。
　平成21年度は、すべての被保険者の方に共済組合員記録にかかる情報を除いた、これまでの公的年金の
すべての加入記録をお知らせいたします。

◆これまでの年金加入期間

◆加入実績に応じた年金見込額
　《年金受給（支給停止も含む）の方は記載しておりません》

◆年金加入履歴

◆これまでの保険料納付額

◆国民年金保険料の納付状況

◆厚生年金保険の標準報酬月額等の月別状況

※「ねんきん定期便」は、２色《オレンジ色か
水色》の封筒により送付されますが、オレ
ンジ色封筒の方は同封の「年金加入記録回
答票」で必ずご回答ください。水色封筒の
方は「ねんきん特別便」で未回答の方と58
歳に到達する方は必ずご回答いただき、
それ以外の方は「もれ」や「誤り」がある場
合のみご回答ください。

給油スタッフアルバイト募集
給与、勤務時間応相談。内容は当社にお気軽にお電話下さい。
おって面接等、御連絡いたします。

初心者大歓迎

㈲西方燃料店 高畠町大字元和田３６６
TEL56-2436　（担当）安部まで

広告

問合せ先／町健康福祉課福祉推進室
　　　　　　　　　　☎�４４７３

◎問合せ先／米沢社会保険事務所　☎�４２２０

「まちづくりトーク」を開催します
▼問合せ先／町企画課☎（52）４４７６または各地区公民館等

町総合交流プラザ☎（52）５７０２・二井宿地区公民館☎（52）１００１・屋代地区公民館☎（52）００６９
亀岡地区公民館☎（52）０５０１・和田地区公民館☎（56）３００６・糠野目生涯学習館☎（57）３５０５

あ
な
た
の
意
見
・
提
言
を

ま
ち
づ
く
り
に
反
映

地　区 期　　日 時　　　間 場　　　　所
高　畠 ６月12日㈮

　午後７時～
　　　　９時

町 総 合 交 流 プ ラ ザ
二井宿 ６月23日㈫ 二 井 宿 地 区 公 民 館
屋　代 ６月19日㈮ 屋 代 地 区 公 民 館
亀　岡 ６月22日㈪ 亀 岡 地 区 公 民 館
和　田 ６月15日㈪ 和 田 地 区 公 民 館
糠野目 ６月18日㈭ 糠 野 目 生 涯 学 習 館

　町長が町内６地区に出向き、みなさんと直接対話する「町民とのまちづ
くりトーク」を開催いたします。
　町長が、町の現状や現在進めている事業・今後の計画などを説明して、
まちづくりに対するご理解とご協力をお願いします。また、参加されたみ
なさんと、これからの町づくりや地域づくり・地区の課題等について情報
交換・意見交換を行います。
　みなさんの自由な意見・提言に直接町長がお答えしますので、ぜひご参
加ください。

◇日程

広告

「まちづくりトーク」を開催します
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番号 講　　座　　名 担 当 課
１ 町の台所事情 総 務 課
２ 町特別職員の役割 総 務 課
３ こんな職員なら… 総 務 課
４ 選挙について 選挙管理委員会

５ 町の行財政改革 企 画 課
６ これからの町づくり～総合計画～ 企 画 課
７ 男と女のいい関係 企 画 課
８ 地縁団体のつくり方 企 画 課
９ 町税のしくみ 税 務 課
10 子育て支援と保育サービス 教育総務課
11 障害者福祉サービス制度 健康福祉課
12 高齢者福祉サービス制度 健康福祉課
13 身体を調える健康体操 健康福祉課
14 メタボリックシンドロームを予防しよう 健康福祉課
15 何をどれだけ食べればいいの？ 健康福祉課
16 歯と歯ぐきの健康づくり 健康福祉課
17 知って実行！乳がん自己検診法 健康福祉課
18 もっと知りたいたばこの話 健康福祉課
19 地域のささえあい 健康福祉課
20 介護保険制度について　 国保介護課
21 医療保険について 国保介護課
22 新エネルギーって何？ 住民生活課
23 「ごみ」から地球を考える 住民生活課
24 環境にやさしいまちづくりをめざして 住民生活課
25 ごみ分別あれこれ 住民生活課
26 省エネが地球を守る！その１ 住民生活課
27 省エネが地球を守る！その２ 住民生活課
28 知って得する国民年金 住民生活課
29 大掃除はおまかせ 住民生活課
30 食品を選ぶポイント 住民生活課
31 生活排水対策のはなし 上下水道課
32 水道のしくみ 上下水道課
33 農地について 農業委員会

番号 講　　座　　名 担 当 課
34 農業者年金のすべて 農業委員会
35 食料・農業・農村基本法について 農 林 課
36 食の安全と農薬の安全使用について 農 林 課
37 森林を知ろう 農 林 課
38 商店街を歩いてみよう 商工観光課
39 高畠町の工業 商工観光課
40 観光スポット早わかり 商工観光課
41 たかはたブランドって何？ 商工観光課
42 デマンド交通で出かけよう！ 商工観光課
43 わかりやすい区画整理事業 建 設 課
44 景観づくりのすすめ 建 設 課
45 町道の管理について 建 設 課
46 これからの道路や河川づくり 建 設 課
47 地籍調査測量について 建 設 課
48 高畠町の文化財 社会教育課
49 高畠町の歴史 社会教育課
50 図書館はこんなところ 社会教育課
51 公民館ア・ラ・カ・ル・ト 社会教育課
52 自治公民館の活用法 社会教育課
53 生涯スポーツの振興と健康体力づくり　その１ 社会教育課
54 生涯スポーツの振興と健康体力づくり　その２ 社会教育課
55 生涯スポーツの振興と健康体力づくり　その３ 社会教育課
56 地域における生涯スポーツの振興 社会教育課
57 家庭教育は大事です 社会教育課
58 ＮＰＯって、なあに？ 社会教育課
59 復活！地域のちから 社会教育課
60 青少年の健全育成 社会教育課
61 関心ありませんか？　身近な議会のこと 議会事務局
62 いざという時のために 消 防 署
63 災害を未然に防ぐために　その１ 消 防 署
64 災害を未然に防ぐために　その２ 消 防 署
65 健康ですごすために 公立高畠病院
66 上手なお風呂の入り方 公立高畠病院

　「高畠町まちづくり出前講座」は町職員が、「たかはた町民講座」は知識や技術を持った
町民が講師となり、皆さんの生涯学習をサポートします。講座の詳しい内容、申込方法など
は、町社会教育課までお問い合わせください。

問合せ先／町社会教育課☎（52）４４８７

高畠町まちづくり出前講座＆たかはた町民講座
番号 講　　座　　名 講師氏名 内　　　　　　　　　　容

１
濱田広介の世界
文学入門（古典・現代文学）

冨 樫 　 徹
浜田広介の研究
古典から近現代文学までの初歩

２ 万葉の歌人たち 梅 津 重 郎 短歌全般
３ 楽々俳句講座 荒 井 俊 二 初歩・基礎から俳句一般
４ 楽しい俳句 佐 藤 君 依 俳句指導
５ 楽しい茶の湯 大 浦 と し 茶道の実技指導（わかり易く楽しみながら）
６ やさしい茶道 渡 部 雅 子 茶の湯の基本と気くばりの茶
７ 暮らしの作法・お茶 佐 藤 京 子 茶道　お茶会時の作法、千家茶道の作法（初級)
８ 和・空・閑 梅 津 典 子 煎茶道教室（煎茶道方円流）

９ 和服・聞く・着る講座 伊 藤 敬 子
着物着付け実技指導（女性)、着物の知識について（講義)、
着付け（男女を問わず)

10
生け花～楽しく過ごす創作時間～

詩吟教室～心身ともに健康に～
佐 藤 静 子

生花：小学３年生～高齢者まで
詩吟：幼稚園児～高齢者まで

11 押し花クラブ 小 野 ま つ 子
押花での小物作り（コースター、しおり、皿絵、額絵)
草木のつるなどを使いドライフラワーアレンジ

12 四季の彩り 古 川 キ エ 草月流生け花の指導

13
伝統文化を大切に
～生け花～

中 村 康 子
美しい花に手を加えて更に美しく活ける楽しさ、花のない
生活が寂しくなる。楽しくなる花の活け方

14 人生楽しく・わくわく講座 菊 地 剛 謙 話して欲しい内容については、ご相談ください。

15 くらし・いきいき 平　  謙 雄
詩吟（漢詩、和歌､俳句､新体詩)、青少年健全育成（幼～青年
､保護者)、高齢者の生き方

16 金剛流小謡講座 髙 橋 　 博 祝儀時の謡（結婚式・新築・上棟・歳祝）
17 謡曲 星　  吉 郎 金剛流

18 踊りで健康講座 遠 藤 い ち
踊りで体力づくり、スポーツ民踊、民踊で生きがいと健康
づくり

19
暮らしに潤い
～レッツ！ミュージック～

奥 山　 衛
文化琴（短琴)の指導、吹奏楽の指導（合奏､トランペット)、
合唱や歌唱指導、コンピュータミュージックの指導、パソ
コン指導全般

20 藤本流・三味線 藤 本 繁 一 童謡・唱歌・歌謡曲・民謡・俗曲、唄と三味線・弾き語り
21 楽しい「かっぽれ」 加 地　 寛 「かっぽれ ｣ 踊り指導
22 菊作り講座 髙 橋 信 次 菊作り全般

23 大菊づくり講座 髙 橋 幸 雄

さし芽４月下旬～５月上旬作業実技、小鉢・大鉢揚実技講
習ならび管理、生育管理および施肥の方法、８月下旬から
９月上旬シェード実施、輪台付作業の実技実施等（10月～
11月）

24 絵画教室 原 田 春 二 絵画（洋画～水彩・油絵・多色版画）、彫塑（レリーフなど）

25 高畠を撮る 竹 田 恵 一
初心者へのビデオ撮影方法やパソコンによる編集、DVDへ
の書込み方

26
生活習慣病を防ぐ粗食＆
適度な運動講座

髙 梨 和 雄
食料の調達方法、里山散策、運動の指導、料理指導等（季
節の野菜・雑穀・薬草・山菜・木の実・木の葉等）

27 天気図読み書き講座 髙 井 雄 司 天気図の書き方・読み方、天気予報の基礎
28 むか～し、あったけど 佐 藤 吉 雄 町内の歴史、語り部
29 むか～し、あったけど 萩 野　 勝 語り部

30 まめで暮らす、食の技
～おきたまの産物を活かしきる～

食文化あいあいの会
代表・曽根原ゆり子

米・大豆・地場野菜の利用と加工
食文化の伝承を通した食育（講和と実習）

平成２１年度　高畠町まちづくり出前講座メニュー

平成２１年度　たかはた町民講座メニュー

広告 広告

シルバー人材センターはあらゆる

技術の宝庫
詳しいことは、

社団法人東置賜シルバー人材センター
問い合わせ連絡先　５２－１４４８

簡単な大工作業・農作業・草取り・清掃作業 など
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お
知
ら
せ

　

今
年
一
回
目
の
屋
代
川
河
川
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
み
な

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
／
６
月
14
日
㈰
６
時
～
８
時

▼
場
所
／
屋
代
川
堤
防
、
河
川
敷　

▼
内
容
／
堤
防
、
河
川
敷
の
草
刈
と

　

ご
み
拾
い

▼
問
合
せ
先
／
町
建
設
課
地
域
整
備

　

室　
　
　
　
　
　

☎
�
１
１
１
４

　

戦
後
60
有
余
年
が
過
ぎ
、
戦
争
を
体

験
し
た
人
々
も
少
な
く
な
り
、
戦
争
体

験
が
遠
い
昔
の
出
来
事
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
悲
惨
な
戦
争
の

教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
後
に

生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
殉
死
さ
れ
た

方
々
の
追
悼
と
恒
久
平
和
を
願
い
戦
没

者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。
ご
遺
族
の

方
々
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
皆
様
に
も
、

是
非
こ
の
機
会
に
ご
参
列
い
た
だ
き

日
本
赤
十
字
社
社
費
の
御
礼

　

平
成
20
年
度
に
町
民
の
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
日
本
赤
十
字
社
社
費
は

４
百
27
万
６
千
円
（
６
０
８
１
件
）

で
し
た
。
社
費
は
日
本
赤
十
字
社
へ

送
付
後
、
国
内
外
の
災
害
、
献
血
事

業
、
救
急
法
講
習
会
等
の
資
金
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
事
務
局
／
健
康
福
祉
課
福
祉
推
進

　

室　
　
　
　
　
　

☎
�
３
５
６
４

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

の
ま
ん
延
防
止
に
つ
い
て

▼
日
時
／
６
月
13
日
㈯
９
時
～
13
時

▼
場
所
／
二
井
宿
地
区
公
民
館

▼
体
験
料
／
大
人
１
、５
０
０
円（
持

　

ち
帰
り
有
り
）小
学
生
３
０
０
円

▼
締
切
／
６
月
10
日

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
二
井
宿
地
区

　

公
民
館
内
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

　

究
会
・
あ
そ
び
宿　

☎
�
１
０
０
１

　

水
温
が
高
く
な
り
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ

ス
ウ
イ
ル
ス
病
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、

コ
イ
の
大
量
死
や
異
常
を
発
見
し
た

場
合
に
は
ご
通
報
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
釣
っ
た
コ
イ
や
飼
育
し
て

高
畠
町
戦
没
者
追
悼
式

　

取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る「
は

か
り
」
は
、
定
期
検
査
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
は
か
り
は
使
用
し

て
い
る
う
ち
に
精
度
に
く
る
い
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
、
２
年
に
一
度
の

定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法
的
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

   

高
畠
町
、
山
形
県
お
よ
び
委
託
機

関
の
㈳
山
形
県
計
量
協
会
な
ど
が
行

う
検
査
に
合
格
し
た
は
か
り
に
は
、

ス
テ
ッ
カ
ー（
定
期
検
査
済
証
）
が

貼
付
さ
れ
ま
す
。

　　

町
で
は
定
期
検
査
を
実
施
す
る
前

に
、
検
査
の
対
象
と
な
る
は
か
り
の

使
用
者
、
数
量
、
種
類
な
ど
の
実
態

調
査
を
行
う
た
め
、
調
査
票
を
送
付

６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
電
波
利
用
保
護
旬
間
」で
す

　

よ
り
よ
い
電
波
環
境
が
豊
か
な
情

報
社
会
を
支
え
ま
す
。
電
波
は
み
ん

な
の
も
の
だ
か
ら
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
電
波
の
混
信
・
妨
害
等
の
問
合
せ

　

先
／
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局

　
　

☎
０
２
２（
２
２
１
）０
６
４
１

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
日
時
／
６
月
23
日
㈫
10
時
開
式

▼
場
所
／
文
化
ホ
ー
ル
「
ま
ほ
ら
」

▼
問
合
せ
先
／
町
健
康
福
祉
課
福
祉

　

推
進
室　
　
　
　

☎
�
４
４
７
３

屋
代
川
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
日
時
／
６
月
６
日
㈯
13
時
～

▼
会
場
／
遊
学
館
ホ
ー
ル（
山
形
市
）

▼
内
容
／
基
調
講
演「
観
光　

過
去

　

か
ら
て
ら
す
～
四
国
遍
路
、
伊
勢

　

参
宮
、
出
羽
三
山
詣
な
ど
を
事
例

　

と
し
て
～
」
山
形
大
学
人
文
学
部

　

教
授　

松
尾
剛
次
氏

▼
申
込
締
切
／
５
月
27
日（
要
整
理
券
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
生

　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
山
形
学
担
当

　
　

☎
０
２
３（
６
２
５
）６
４
１
１

山
形
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
募
集

　

高
畠
町
歴
史
公
園（
安
久
津
八
幡

神
社
付
近
）に
毎
年
、数
十
匹
の
鯉
の

ぼ
り
を
泳
が
せ
て
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

毎
年
の
風
雨
に
耐
え
な
が
ら
数
年
間

に
わ
た
る
活
躍
を
し
て
き
た
鯉
の
ぼ

り
も
、
次
第
に
ほ
こ
ろ
ん
だ
り
傷
み

が
激
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

す
で
に
お
子
さ
ん
が
大
き
く
な
っ

て
お
家
で
揚
げ
な
く
な
っ
た
り
し
て
、

不
要
だ
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

が
お
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
無
償
に
て

お
譲
り
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
／
町
社
会
教
育
課
文
化
室

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
４
４
７
２

試　
　

験

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

試
験(

高
校
卒
業
程
度)

を
実
施
し
ま
す
。

▼
一
時
試
験
期
日
／
９
月
６
日
㈰

▼
受
付
期
間
／
６
月
23
日
～
30
日

▼
問
合
せ
先
／
人
事
院
東
北
事
務
局

　
　

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

山
形
県
警
察
官
・
職
員
採
用
試
験

▼
区
分
／
①
警
察
官
A（
大
学
卒
業
程

　

度
）②
一
般
職
員（
大
学
卒
業
程
度
）

▼
一
次
試
験
日
／
①
７
月
12
日
㈰
②

　

６
月
28
日
㈰

▼
試
験
日
時
／
７
月
９
日
㈭
12
時
50

　

分
～
15
時
30
分

▼
場
所
／
山
形
市
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

▼
受
付
期
間
／
６
月
1
日
～
12
日

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
健
康
福
祉
部

　

保
健
薬
務
課
生
活
衛
生
担
当

　
　

☎
０
２
３(

６
３
０)

２
３
２
９

調

理

師

試

験

催　
　

し

▼
日
時
／
５
月
30
日
㈯
９
時
30
分
～

▼
内
容
／
紙
芝
居
と
園
庭
で
の
遊
び

▼
対
象
／
未
就
園
の
幼
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物
／
着
替
え
、
帽
子

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
ま
つ
か
わ
幼

　

稚
園　
　
　
　
　

☎
�
３
２
１
６

　
《
Ａ
コ
ー
ス
》「
温
身
平（
小
国
）で
森

林
浴
～
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
～
」

▼
期
日
／
６
月
27
日
㈯

▼
内
容
／
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
温
身

森
林
ガ
イ
ド
の
ご
案
内

ま
つ
か
わ
幼
稚
園
で
あ
そ
ぼ
う

裁
判
員
制
度
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
／
５
月
28
日
㈭
19
時
開
始

▼
会
場
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
町
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
０
５
７
６

笹
巻
き
つ
く
り
体
験
教
室
参
加
者
募
集

不
要
に
な
っ
た
「
鯉こ

い

の
ぼ

り
」
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

は
か
り
の
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
／
７
月
18
日
㈯
～
21
日
㈫

▼
宿
泊
場
所
／
白
山
白
峰
温
泉
二
泊
、

　

白
山
室
堂
山
荘
一
泊

▼
参
加
費
／
5
万
3
千
円

▼
定
員
／
35
人

▼
問
合
せ
先
／
ま
ほ
ろ
ば
登
山
愛
好

　

会
事
務
局　

山
田

　

☎
０
９
０（
３
０
０
２
）４
８
７
６

▼
日
時
／
６
月
13
日
㈯
９
時
～
12
時

　

13
時
～
16
時

▼
対
象
／
小
学
３
年
生
～
中
学
生
ま

　

で
の
子
ど
も
と
保
護
者

　

10
組
（
午
前
午
後
各
５
組
）

▼
参
加
費
／
親
子
で
１
、
２
０
０
円

▼
申
込
締
切
／
６
月
７
日

▼
場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山

　

形
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考

　

古
資
料
館　
　
　

☎
�
２
５
８
５

親
子
で
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う

日
本
三
名
山
霊
峰
「
白
山
登
山
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

踏
切
の
直
前
で
は
必
ず

　

一
旦
停
止
し
ま
し
ょ
う

　

警
報
機
が
鳴
っ
た
ら
、
横
断
は
絶

対
や
め
て
く
だ
さ
い
。

い
る
コ
イ
を
、
他
の
川
や
池
等
に
放

流
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
連
絡
先
／
置
賜
総
合
支
庁
農
業
振

　

興
課　
　
　
　
　

☎
�
６
０
５
１

　

平
の
森
林
浴
、
梅
花
皮
荘
入
浴

　
《
Ｂ
コ
ー
ス
》「
西
吾
妻
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
～
初
夏
の
花
々
と
の
出
会
い
～
」

▼
期
日
／
７
月
11
日
㈯

▼
内
容
／
西
吾
妻
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

　

高
山
植
物
観
賞

▼
参
加
費
／
各
コ
ー
ス
と
も
３
千
円

▼
申
込
期
間
／
６
月
１
日
～
12
日

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
置
賜
森
林

　

管
理
署
業
務
課
森
林
ふ
れ
あ
い
係

　
　
　
　

☎
０
２
３
８
�
２
２
４
６

し
て
い
ま
す
。
取
引
や
証
明
に
使
用

し
て
い
る
は
か
り
を
お
持
ち
で
、
調

査
票
が
５
月
末
ま
で
届
か
な
い
方
は

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
商
工
観
光
課
商
工

　

振
興
グ
ル
ー
プ　

☎
�
２
０
１
９

▼
問
合
せ
先
／
南
陽
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
０
１
１
０

　

http://w
w

w
.pref.yam

agata.jp

　

/ou/keisatsu/800003/

　

em
ploym

ent.htm
l

期　日 時　間 場　所 対象地区

６月24日
㈬

10：00～
　12：00

糠野目生涯学習
センター

糠野目
屋 代
亀 岡

13：30～
　15：30

和田地区公民館
和 田
亀 岡

６月25日
㈭

10：00～
　15：30

町 中 央 公 民 館
高 畠
二井宿
屋 代

○検査日程

広告

〒992-0324
山形県東置賜郡高畠町大字入生田746-1
TEL0238-57-4119　FAX0238-57-4513

有限会社　東　邦

プ レ ハ ブ 販 売 ・ リ ー ス ・ 工 事 一 式

広告

身近なことからエコライフ

▼
日
時
／
６
月
27
日
㈯
14
時
開
演

▼
場
所
／
文
翔
館
議
場
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
／
一
般
３
、０
０
０
円（
当
日

　

３
、５
０
０
円
）高
校
生
以
下

　

１
、
５
０
０
円
（
当
日
１
、
８
０
０
円
）

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
郷
土
館
文
翔

　

館
☎
０
２
３（
６
３
５
）５
５
０
０

文
翔
館
芸
術
劇
場

市
原
悦
子「
朗
読
と
お
話
の
世
界
」
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　高畠盆栽会さつき展示会

▼日時／６月６日㈯ 13時～８日㈪
　16時

▼場所／町総合交流プラザ

▼問合せ先／遠藤☎� 0482

道の駅たかはた６月の展示
　　『古の穴窯作品展』

《
一
般
相
談
》
日
常
生
活
の
こ
と

▼
日
時
／
月
～
金
曜
日
９
時
～
17
時

《
専
門
相
談
》
（
要
予
約
）

▼
曜
日
／
○
法
律
相
談
月
曜
日
○
税

　

金
相
談
偶
数
月
の
第
一
水
曜
日　

　

○
認
知
症
相
談
火
・
金
曜
日

▼
時
間
／
13
時
30
分
～
16
時

▼
相
談
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
高
齢

　

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３（
６
２
２
）６
５
１
１

高

齢

者

総

合

相

談

相　
　

談

　

高
畠
町
で
は
、
第
４
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
図
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容
／
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

　

介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　

施
設
数
２
施
設　

　

定
員
１
施
設
２
ユ
ニ
ッ
ト
18
人　

▼
募
集
要
件
／
法
人
格
を
有
し
、
介

 

護
保
険
法
第
７
８
条
の
２
第
４
項

 

及
び
第
５
項
並
び
に
第
１
１
５
条

 

の
１
２
第
２
項
各
号
に
該
当
し
な

 

い
こ
と
。そ
の
他
、町
が
定
め
る
応

 

募
要
件
を
満
た
す
事
業
者

▼
募
集
期
間
／
６
月
２
日
～
19
日

▼
提
出
・
問
合
せ
先
／
町
国
保
介
護

　

課
介
護
保
険
室　

☎
�
１
２
８
８

▼
研
修
種
類
／
①
ト
ラ
ク
タ
運
転
技

　

能
研
修
②
農
業
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン

　

ス
研
修
③
小
型
車
両
系
建
設
機
械

　

運
転
技
能
研
修
④
溶
接
資
格
技
能

　

研
修

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
立

　

農
業
大
学
校
研
修
部

　
　
　
　

☎
０
２
３
３
�
８
７
９
４

　

http://agrin.jp

　

多
重
債
務
の
お
悩
み
解
消
に
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
／
①
6
月
20
日
㈯
②
7
月
8

　

日
㈬
③
８
月
12
日
㈬

▼
時
間
／
13
時
～
16
時

▼
会
場
／
①
労
金
南
陽
支
店
②
川
西

　

町
中
央
公
民
館
③
南
陽
市
役
所

▼
問
合
せ
先
／
東
置
賜
地
区
労
働
者

　

福
祉
協
議
会（
労
金
南
陽
支
店
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
３
５
１
１

募　
　

集▼期間／６月１日～ 30日

▼時間／９時～ 17 時

▼問合せ先／道の駅たかはた
　☎ (52)5433

講　
　

座

侃鶯会第 14回民謡発表会
「まほろばの里に天地人を唄う」

▼日時／７月５日㈰13時開演

▼場所／町文化ホール

▼入場料／ 1500円（当日 2000円）

▼問合せ先／渡部☎� 2617

身
体
障
が
い
者
無
料
巡
回
相
談

国際ソロプチミスト高畠　　
チャリティバザーとミニお茶会

▼日時／５月31日㈰ 10時～ 14時

▼場所／町総合交流プラザ

▼お茶席券／ 1000円

▼問合せ先／島崎☎� 0220

国
際
交
流
協
会
講
演
会
の
お
知
ら
せ

講 

演 

会

第 5 回置賜よさこい祭り

▼日時／５月31日㈰ 10時 30分～ 15時

▼場所／町文化ホール

▼問合せ先／置賜よさこい祭り実行
　委員会☎ 090（7527）4351

▼
日
時
／
５
月
23
日
㈯
18
時
～
19
時

▼
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
内
容
／
講
演
「
国
際
理
解
と
こ
れ

　

か
ら
の
国
際
交
流
」
国
土
交
通
省

　

東
北
運
輸
局
企
画
観
光
部
交
通
企

　

画
課
専
門
官　

武
田
研
二
氏

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
町
国
際
交
流
協

　

会　
　
　
　
　
　

☎
�
５
７
０
２

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集

農
業
機
械
安
全
使
用
研
修
受
講
生
募
集

自
死
遺
族
支
援
相
談
会
お
よ
び
集
い

　

大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
し
た
遺

族
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓
口
の

開
設
と
、
遺
族
同
士
の
交
流
や
分
か

ち
合
い
の
場
と
し
て
の
集
い
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

《
相
談
会
》

▼
日
時
／
６
月
９
日
、
７
月
７
日
、

名称 部屋数 戸数 階数 家賃 区分 優遇措置

県営糠野目
第二アパート 8－6－6 1 1F 17,300 ～

25,700 一般用 倍率優遇
有り

県営住宅の入居者募集

▼募集期間／６月１日㈪～５日㈮

▼受付時間／ 10 時～ 17 時　　 ▼入居時期／８月上旬

▼申込み・問合せ先／山形県すまい情報センター置賜事務
　所（置賜総合支庁建設部建築課内）☎�２３３２

　

山
形
県
で
は
、
県
内
の
医
療
機
関

に
勤
務
す
る
医
師
を
確
保
す
る
た
め
、

大
学
に
お
い
て
医
学
を
履
修
す
る
方

に
修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。
一
定

期
間
、
県
内
の
公
立
病
院
等
に
勤
務

す
る
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
貸

与
し
た
修
学
資
金
を
返
還
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
貸
与
年
額
／
①
地
域
医
療
従
事
医

　

師
確
保
修
学
資
金　

２
０
０
万
円

　

②
特
定
診
療
科
医
師
確
保
修
学
資

山
形
県
医
師
修
学
資
金
貸
与
者
募
集

司
法
書
士
債
務
整
理
相
談
会

　

障
が
い
者
の
方
々
に
パ
ソ
コ
ン
等

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
す
る
講
座
で
す
。

▼
日
時
／
６
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰
、

　

20
日
㈯
、
21
日
㈰
10
時
～
16
時

▼
場
所
／
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

よ
つ
ば
の
里（
鶴
岡
市
）

▼
申
込
締
切
／
６
月
11
日

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
身

　

体
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▼
日
時
／
①
６
月
20
日
㈯
②
９
月
５

　

日
㈯
③
10
月
17
日
㈯
13
時
～
16
時

▼
会
場
／
①
県
立
保
健
医
療
大
学
②

　

鶴
岡
市
中
央
公
民
館
③
米
沢
市
中

　

央
公
民
館

▼
申
込
締
切
／
開
催
日
の
2
週
間
前

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
県
立
保
健

　

医
療
大
学
付
属
図
書
館　

大
久
保

　
　

☎
０
２
３（
６
８
６
）６
６
７
１

　

http://w
w

w
.yachts.ac.jp/　

　

　

aflib/koukaikouza2009.pdf

山
形
県
立
保
健
医
療
大
学
公
開
講
座

　

～
考
え
よ
う
！　

健
康
と
福
祉
～

▼
期
間
／
７
月
30
日
㈭
～
８
月
３
日
㈪

▼
場
所
／
山
梨
県
山
中
湖
村
営
山
中

　

湖
キ
ャ
ン
プ
場

▼
対
象
・
定
員
／
小
学
４
年
生
～
中

　

学
３
年
生

▼
申
込
締
切
／
７
月
４
日

▼
問
合
せ
先
／
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協

　

会　

☎
０
３（
３
３
５
９
）８
４
２
１

　

http://w
w

w
.kskk.or.jp

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

▼
日
時
／
６
月
14
日
㈰
12
時
開
場

▼
場
所
／
糠
野
目
生
涯
学
習
館

▼
入
場
料
／
大
人
5
０
０
円
、
こ
ど

　

も
無
料

▼
内
容
／
置
賜
の
語
り
、
県
内
各
地

　

の
民
話

▼
問
合
せ
先
／
第
９
回
や
ま
が
た
語

　

り
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
萩
野

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
５
５
０
１

第
９
回
や
ま
が
た
語
り
の
つ
ど
い

～
こ
ど
も
ら
に
語
り
つ
ぎ
た
い
昔
話
～

　

金　

２
０
０
万
円　

③
山
形
大
学

　

医
学
部
修
学
資
金　

１
０
０
万
円

▼
受
付
期
間
／
６
月
15
日
～
７
月
14
日

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
健
康
福
祉
部

　

健
康
福
祉
企
画
課
医
師
確
保
担
当

　
　

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
２
５
８

　

http://w
w

w
.pref.yam

agata.jp
   /ou/kenkofukushi/090001/

   

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

る
た
め
の
診
断
や
、
福
祉
制
度
に
よ

り
補
聴
器
や
義
足
な
ど
の
補
装
具
費

の
交
付
や
修
理
た
め
の
要
否
・
適
合

判
定
お
よ
び
そ
の
他
身
体
障
害
に
係

る
総
合
的
な
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
／
６
月
10
日
㈬
10
時
～
11
時

　

30
分

▼
場
所
／
げ
ん
き
館

▼
対
象
／
聴
覚
、
肢
体(

手
・
足)

に

　

障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳

　

の
交
付
を
希
望
す
る
方
。
す
で
に

　

手
帳
を
所
持
し
て
い
て
、
障
害
の

　

程
度
に
変
化
が
あ
り
、
変
更
を
必

　

要
と
す
る
方
、
補
装
具
費
の
交
付

　

ま
た
は
修
理
を
希
望
す
る
方（
骨

　

格
構
造
義
肢
・
電
動
車
椅
子
は
除

　

く
）
い
ず
れ
も
18
歳
以
上
の
方

▼
内
容
／
医
師
に
よ
る
障
害
の
診
査
と

　

相
談（
手
帳
の
新
規
交
付
・
程
度
変

　

更
、
補
装
具
の
交
付
・
修
理
）

▼
持
ち
物
／
①
印
鑑
②
障
害
者
手
帳

　
（
所
持
者
の
み
）
③
補
装
具（
所
持

　

８
月
11
日
、
９
月
８
日
10
時
15
分

　

～
14
時
30
分

▼
内
容
／
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

《
集
い
》

▼
日
時
／
６
月
16
日
、
８
月
18
日
、

　

９
月
15
日
13
時
30
分
～
16
時

▼
内
容
／
フ
リ
ー
ト
ー
ク（
分
か
ち

　

合
い
）、ミ
ニ
講
演
会

▼
場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山

　

形
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３（
６
２
４
）１
２
１
７

　

者
の
み
）

▼
問
合
せ
先
／
町
健
康
福
祉
課
福
祉
推

　

進
室（
げ
ん
き
館
内
）☎
�
４
４
７
３

　
　

☎
０
２
３（
６
８
６
）３
６
９
０

山
形
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
一
般
公
開

　

～
よ
う
こ
そ
未
来
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
～

▼
日
時
／
５
月
29
日
㈮
～
30
日
㈯
９

　

時
30
日
～
16
時
30
分

▼
場
所
／
山
形
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　

置
賜
試
験
場（
米
沢
市
窪
田
町
）

▼
内
容
／
○
ふ
し
ぎ
な
体
験「
水
が

　

一
瞬
で
氷
に
な
る
？
」
〇
メ
カ
ト

　

ロ
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝

　

ロ
ボ
が
や
っ
て
く
る「
米
沢
工
業

　

高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
展
示（
29
日
）、

　

実
演（
30
日
）」

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
工
業
技
術
セ

　

ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３（
６
４
４
）３
２
２
２

　

http://w
w

w
.tow

n.takahata.

　

yam
agata.jp

（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

しほ 薬 局
営業時間AM9:00 ～ PM7:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
FAX５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品

広告 広告

ご法要の
　引き出物・引き菓子は
　　　　　当店でどうぞ！！

ご法要の
　引き出物・引き菓子は
　　　　　当店でどうぞ！！

ご法要の
　引き出物・引き菓子は
　　　　　当店でどうぞ！！

やきとり大吉　高畠店
　　☎0238-52-5551
大吉高畠店 開業８年目突入！
５月13日。皆様のおかげを持ちまして、
開業８年目を迎えることが出来ました。
これからも、皆様に愛されるヤキトリ屋
で在り続ける為に、日々、精進して参り
ます。
ありがとうございます。

高畠町大字高畠542
空メールを

送信してください

2445d@ikichi.jp

メルマガ会員募集

　

会
社
倒
産
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ

り
、
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
、
納
税

の
余
裕
が
な
い
。
借
入
金
返
済
の
た

め
納
税
で
き
な
い
。
な
ど
生
活
上
の

問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に

納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
税
務
課
収
納
管
理

　

室　
　
　
　
　
　

☎
�
２
０
５
４

お
気
軽
に
納
税
相
談
を



3     2009.５   332この広報紙は古紙配合率 100％の再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。

発
行
／
山
形
県
高
畠
町　
　

編
集
／
高
畠
町
企
画
課　
　

発
行
部
数
／
７
、
７
０
０
部　
　

印
刷
／
㈲
高
畠
印
刷

お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う

悩まず、迷わず、まず相談!!６月の相談
相　談　名 内  容 相 談 日 ・ 曜 日 時  間 場   所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと 毎週水曜日
３日、10日、17日、24日 ９：00～15：00

老人福祉センター
老 人 福 祉 セ ン タ ー
（町社会福祉協議会）

☎（51）1008

人 権 男 女 差 別・いじめ・
プライバシー侵害等

第１・３水曜日
３日、17日 ９：00～12：00

行 政 公共機関に対する
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
10日、17日 13：00～15：00

法 律
( 予 約 制 ） 各 種 法 律 相 談 第４水曜日

24日 13：30～15：30

教 育
( 予 約 制 ）

子育て・学校生活
上 の 心 配 ご と 等 随時 教育委員会教育総務課

☎（52）3054

農 地 農 地 関 係 の
困 り ご と 等 ５日㈮  9：00～12：00 役 場 農 業 委 員 会 農 業 委 員 会 事 務 局

☎（52）4479

物 忘 れ 認 知 症 高 齢 者 の
介護に関する相談

随時（専門の医師によ
る相談は後日調整） ８：30～17：00 地域包括支援センター

（ げ ん き 館 内 ）
地域包括支援センター

☎（52）4495
食事・運動相談
（ 予 約 制 ）

食 事 や 運 動 な ど
健康に関する相談

第３木曜日
18日 9：00～12：00 げ ん き 館 健康福祉課健康推進室

☎（52）5045
障がい者（児）
支 援 相 談

身体・知的・精神障
が い に 関 す る 相 談

第２火曜日
９日

10：00～15：00
（受付14：00まで） 総合交流プラザ 2 階 健康福祉課福祉推進室

☎（52）4473
女 性 健 康
( 予 約 制 ）

妊 娠・不 妊・
婦 人 科 疾 患 等

毎週火曜日
２日、９日、16日、23日、30日 13：00～14：00 置賜保健所相談室 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3205
思春期・青年
期 こ こ ろ の
相談（予約制）

思春期・青年期に見ら
れる社会的ひきこも
りや不登校・摂食障害

第４木曜日
25日 13：30～

置 賜 保 健 所
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3015
こころの健康
( 予 約 制 ） うつ等、心に関する健康 第２木曜日

11日 14：30～

６
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
㈱
萩
生
田
設
備　

☎
�
３
４
８
５

▼
㈱
金
子
建
設　
　

☎
�
２
１
９
５

▼
桑
島
管
工
事
店　

☎
�
３
５
８
８

２６日
５月の太陽館ふろの日は…

お茶風呂

効能は…緑茶は美肌効果の高いビタ
　　　　ミンＣが豊富！疲れやスト
　　　　レスもたまりがちなこの季
　　　　節。ゆっくり入浴したお風
　　　　呂上りの肌はすっきりつや
　　　　やかです。

お茶のいい香りで、湯上り美人

▼
佐
々
木
秀
子
さ
ん（
旭
町
）

　

旭
日
單
光
章
受
賞
記
念
の
内
祝
金
を

　

町
の
た
め
に　

２
０
０
、０
０
０
円

　

社
会
福
祉
基
金
へ
指
定
寄
付

１
０
０
、０
０
０
円

▼
遠
藤
三
重
さ
ん（
亀
岡
一
）

　

亀
岡
小
学
校
と
第
三
中
学
校
へ

雑
巾
各
60
枚

▼
八
巻
功
さ
ん（
中
和
田
東
部
）

　

全
東
北
歌
謡
選
手
権
大
会
の
益
金

２
０
、０
０
０
円

▼
宍
戸
辰
夫
さ
ん（
中
和
田
西
部
）

　

図
書
購
入
費
と
し
て１

２
、０
０
０
円

▼
御
入
水
長
寿
会
・
御
入
水
友
水
会

　

福
祉
の
た
め
に　
　

清
拭
布
50
枚

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に　
　

タ
オ
ル
64
枚

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に

　

一
円
玉
募
金　
　
　

２
、８
４
７
円

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に

　

尿
取
り
パ
ッ
ト
１
箱
、
紙
お
む
つ

　

１
箱
、
紙
パ
ン
ツ
60
枚

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に　
　

５
、０
０
０
円

▼
匿
名

　

ゆ
い
三
友
へ　
　

１
５
、０
０
０
円

温泉＋α効果で
楽しんでください

２と６のつく日は
ミニふろの日

高 畠 町 南 陽 市
発生件数（増減） 44（△17） 61（△14）
死 者 数（増減） １（＋１） １（　０）
負傷者数（増減） 59（△20） 86（△５）

※増減は前年同時期との比較です

平成21年４月30日現在の交通事故発生状況

飲酒運転撲滅広報強化旬間
６月１日～６月10日

　６月１日から道路交通法（施行令）が
一部改正され、飲酒運転など悪質・危
険な違反の点数が大幅アップされ、前
歴や累積点なしでも一発取り消しにな
ります。家庭・職場・地域から飲酒運
転を出さないようにしましょう。


